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4.2 標準貫入試験結果 

各ボーリング地点において深度 1.0m 毎に標準貫入試験を行い、地盤のＮ値を求めた。 

試験結果の詳細は、巻末の「ボーリング柱状図」に標準貫入試験によるＮ値として記載し

たとおりであり、試験結果の概要を下記のとおりまとめた。 

各地点におけるＮ値一覧 ･･････ 表 4.2.1～表 4.2.5 

各地層におけるＮ値一覧 ･･････ 表 4.2.6～表 4.2.8 

表 4.2.1 標準貫入試験結果【No.1 地点】 

地点 地層 
標準貫入試験結果 

備考 
深度(GL-m) 打撃回数 貫入量 cm Ｎ値 

No.1 

盛土層 

B 

1.15～ 16 30 16 

2.15～ 40 30 40 

3.15～ 52 30 52 

4.15～ 52 30 52 

5.15～ 23 30 23 

6.15～ 22 30 22 

7.15～ 21 30 21 

8.15～ 22 30 22 

9.15～ 24 30 24 

10.15～ 20 30 20 

11.15～ 21 30 21 

12.15～ 60 26 60/26 N=60 以上 

13.15～ 52 30 52 

14.15～ 36 30 36 

15.15～ 25 30 25 

16.15～ 34 30 34 

17.15～ 33 30 33 

18.15～ 34 30 34 

19.15～ 35 30 35 

大阪層群 

礫質土層 

Og 

20.15～ 59 30 59 

21.15～ 60 28 60/28 N=60 以上 

22.15～ 60 26 60/26 N=60 以上 

23.15～ 60 25 60/25 N=60 以上 

24.15～ 60 27 60/27 N=60 以上 

25.15～ 60 14 60/14 N=60 以上 

26.15～ 60 9 60/9 N=60 以上 

27.15～ 28 30 28 

28.15～ 60 10 60/10 N=60 以上 

29.15～ 52 30 52 

30.15～ 33 30 33 

31.15～ 20 30 20 

Og～Gr 32.15～ 60 25 60/25 
N=60 以上 

Og～Gr に跨る 

花崗岩 

Gr 

33.05～ 60 4 60/4 N=60 以上 

34.10～ 60 4 60/4 N=60 以上 

35.03～ 60 5 60/5 N=60 以上 

36.05～ 60 3 60/3 N=60 以上 

37.03～ 60 2 60/2 N=60 以上 

38.02～ 60 2 60/2 N=60 以上 

網掛部：N=60 以上を示す。 
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表 4.2.2 標準貫入試験結果【No.2 地点】 

地点 地層 
標準貫入試験結果 

備考 
深度(GL-m) 打撃回数 貫入量 cm Ｎ値 

No.2 

盛土層 

B 

1.15～ 36 30 36 

2.15～ 17 30 17 

3.15～ 18 30 18 

4.15～ 15 30 15 

5.15～ 21 30 21 

6.15～ 60 26 60/26 N=60 以上 

7.15～ 60 14 60/14 N=60 以上 

8.15～ 56 30 56 

9.15～ 60 26 60/26 N=60 以上 

10.15～ 30 30 30 

11.15～ 46 30 46 

12.15～ 53 30 53 

13.15～ 57 30 57 

14.15～ 26 30 26 

15.15～ 32 30 32 

16.15～ 25 30 25 

17.15～ 32 30 32 

18.15～ 42 30 42 

19.15～ 39 30 39 

20.15～ 46 30 46 

21.15～ 24 30 24 

22.15～ 32 30 32 

23.15～ 38 30 38 

24.15～ 30 30 30 

25.15～ 53 30 53 

26.15～ 32 30 32 

27.15～ 25 30 25 

28.15～ 32 30 32 

29.15～ 26 30 26 

30.15～ 11 30 11 

31.15～ 16 30 16 

大阪層群 

礫質土層 

Og 

32.15～ 60 4 60/4 N=60 以上 

33.15～ 60 22 60/22 N=60 以上 

34.15～ 60 16 60/16 N=60 以上 

35.15～ 60 7 60/7 N=60 以上 

36.15～ 60 13 60/13 N=60 以上 

37.15～ 60 5 60/5 N=60 以上 

38.15～ 60 11 60/11 N=60 以上 

39.15～ 60 9 60/9 N=60 以上 

40.15～ 60 6 60/6 N=60 以上 

網掛部：N=60 以上を示す。 
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表 4.2.3 標準貫入試験結果【No.3 地点】

地点 地層 
標準貫入試験結果 

備考 
深度(GL-m) 打撃回数 貫入量 cm Ｎ値 

No.3 

盛土層 

B 

1.15～ 22 30 22 

2.15～ 23 30 23 

3.15～ 19 30 19 

4.15～ 25 30 25 

5.15～ 35 30 35 

6.15～ 34 30 34 

7.15～ 37 30 37 

8.15～ 31 30 31 

9.15～ 35 30 35 

10.15～ 36 30 36 

11.15～ 51 30 51 

12.15～ 44 30 44 

13.15～ 40 30 40 

14.15～ 35 30 35 

15.15～ 30 30 30 

16.15～ 34 30 34 

17.15～ 36 30 36 

18.15～ 33 30 33 

19.15～ 27 30 27 

20.15～ 32 30 32 

21.15～ 60 4 60/4 N=60 以上 

22.15～ 50 30 50 

23.15～ 36 30 36 

24.15～ 43 30 43 

大阪層群 

礫質土層 

Og 

25.15～ 56 30 56 

26.15～ 60 24 60/24 N=60 以上 

27.15～ 60 27 60/27 N=60 以上 

28.15～ 60 27 60/27 N=60 以上 

29.15～ 60 18 60/18 N=60 以上 

30.15～ 60 24 60/24 N=60 以上 

31.15～ 21 30 21 

網掛部：N=60 以上を示す。 
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表 4.2.4 標準貫入試験結果【No.4 地点】

地点 地層 
標準貫入試験結果 

備考 
深度(GL-m) 打撃回数 貫入量 cm Ｎ値 

No.4 

盛土層 

B 

1.15～ 41 30 41 

2.15～ 54 30 54 

3.15～ 21 30 21 

4.15～ 22 30 22 

5.15～ 52 30 52 

6.15～ 42 30 42 

7.15～ 60 20 60/20 N=60 以上 

8.15～ 60 5 60/5 N=60 以上 

9.15～ 20 30 20 

10.15～ 21 30 21 

11.15～ 26 30 26 

12.15～ 27 30 27 

13.05～ 60 3 60/3 N=60 以上 

14.15～ 35 30 35 

15.15～ 37 30 37 

16.15～ 56 30 56 

17.15～ 51 30 51 

18.15～ 57 30 57 

19.15～ 60 28 60/28 N=60 以上 

20.15～ 28 30 28 

21.15～ 60 28 60/28 N=60 以上 

22.15～ 52 30 52 

23.15～ 23 30 23 

大阪層群 

礫質土層 

Og 

24.15～ 47 30 47 

25.15～ 60 13 60/13 N=60 以上 

26.15～ 60 21 60/21 N=60 以上 

27.15～ 60 6 60/6 N=60 以上 

28.03～ 60 2 60/2 N=60 以上 

29.15～ 60 22 60/22 N=60 以上 

30.15～ 60 19 60/19 N=60 以上 

網掛部：N=60 以上を示す。 
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表 4.2.5 標準貫入試験結果【No.5 地点】

地点 地層 
標準貫入試験結果 

備考 
深度(GL-m) 打撃回数 貫入量 cm Ｎ値 

No.5 

盛土層 

B 

1.15～ 16 30 16 

2.15～ 19 30 19 

3.15～ 19 30 19 

4.15～ 19 30 19 

5.15～ 18 30 18 

6.15～ 20 30 20 

7.15～ 14 30 14 

8.15～ 22 30 22 

9.15～ 52 30 52 

10.15～ 21 30 21 

11.15～ 24 30 24 

12.15～ 20 30 20 

13.15～ 55 30 55 

14.15～ 41 30 41 

15.15～ 33 30 33 

16.15～ 24 30 24 

17.15～ 34 30 34 

18.15～ 43 30 43 

19.15～ 27 30 27 

20.15～ 60 29 60/29 N=60 以上 

21.15～ 48 30 48 

22.15～ 46 30 46 

23.15～ 57 30 57 

24.15～ 58 30 58 

25.15～ 52 30 52 

26.15～ 37 30 37 

27.15～ 60 21 60/21 N=60 以上 

28.15～ 60 28 60/28 N=60 以上 

29.15～ 24 30 24  

30.15～ 54 30 54  

31.15～ 51 30 51 

32.15～ 53 30 53 

大阪層群 

礫質土層 

Og 

33.15～ 24 30 24 

34.15～ 26 30 26 

35.02～ 60 2 60/2 N=60 以上 

36.05～ 60 3 60/3 N=60 以上 

37.05～ 60 1 60/1 N=60 以上 

38.03～ 60 2 60/2 N=60 以上 

39.03～ 60 2 60/2 N=60 以上 

40.02～ 60 2 60/2 N=60 以上 

花崗岩 

Gr 

41.02～ 60 2 60/2 N=60 以上 

42.02～ 60 1 60/1 N=60 以上 

43.02～ 60 1 60/1 N=60 以上 

44.02～ 60 1 60/1 N=60 以上 

45.01～ 60 1 60/1 N=60 以上 

46.01～ 60 1 60/1 N=60 以上 

網掛部：N=60 以上を示す。 
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表 4.2.6 盛土層(B)におけるＮ値集計 

地点 
標準貫入試験 

地点 
標準貫入試験 

地点 
標準貫入試験 

深度(GL-m) Ｎ値 深度(GL-m) Ｎ値 深度(GL-m) Ｎ値 

No.1 

1.15～ 16 

No.2 

25.15～ 53 

No.4 

13.05～ 60 

2.15～ 40 26.15～ 32 14.15～ 35 

3.15～ 52 27.15～ 25 15.15～ 37 

4.15～ 52 28.15～ 32 16.15～ 56 

5.15～ 23 29.15～ 26 17.15～ 51 

6.15～ 22 30.15～ 11 18.15～ 57 

7.15～ 21 31.15～ 16 19.15～ 60 

8.15～ 22 

No.3 

1.15～ 22 20.15～ 28 

9.15～ 24 2.15～ 23 21.15～ 60 

10.15～ 20 3.15～ 19 22.15～ 52 

11.15～ 21 4.15～ 25 23.15～ 23 

12.15～ 60 5.15～ 35 

No.5 

1.15～ 16 

13.15～ 52 6.15～ 34 2.15～ 19 

14.15～ 36 7.15～ 37 3.15～ 19 

15.15～ 25 8.15～ 31 4.15～ 19 

16.15～ 34 9.15～ 35 5.15～ 18 

17.15～ 33 10.15～ 36 6.15～ 20 

18.15～ 34 11.15～ 51 7.15～ 14 

19.15～ 35 12.15～ 44 8.15～ 22 

No.2 

1.15～ 36 13.15～ 40 9.15～ 52 

2.15～ 17 14.15～ 35 10.15～ 21 

3.15～ 18 15.15～ 30 11.15～ 24 

4.15～ 15 16.15～ 34 12.15～ 20 

5.15～ 21 17.15～ 36 13.15～ 55 

6.15～ 60 18.15～ 33 14.15～ 41 

7.15～ 60 19.15～ 27 15.15～ 33 

8.15～ 56 20.15～ 32 16.15～ 24 

9.15～ 60 21.15～ 60 17.15～ 34 

10.15～ 30 22.15～ 50 18.15～ 43 

11.15～ 46 23.15～ 36 19.15～ 27 

12.15～ 53 24.15～ 43 20.15～ 60 

13.15～ 57 

No.4 

1.15～ 41 21.15～ 48 

14.15～ 26 2.15～ 54 22.15～ 46 

15.15～ 32 3.15～ 21 23.15～ 57 

16.15～ 25 4.15～ 22 24.15～ 58 

17.15～ 32 5.15～ 52 25.15～ 52 

18.15～ 42 6.15～ 42 26.15～ 37 

19.15～ 39 7.15～ 60 27.15～ 60 

20.15～ 46 8.15～ 60 28.15～ 60 

21.15～ 24 9.15～ 20 29.15～ 24 

22.15～ 32 10.15～ 21 30.15～ 54 

23.15～ 38 11.15～ 26 31.15～ 51 

24.15～ 30 12.15～ 27 32.15～ 53 

網掛部：実測Ｎ値が 60 以上であり、上限値として 60 を採用した。 

盛土層（B）の平均Ｎ値＝36 
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表 4.2.7 大阪層群礫質土層(Og)におけるＮ値集計 

地点 
実測Ｎ値 

地点 
実測Ｎ値 

地点 
実測Ｎ値 

深度(GL-m) Ｎ値 深度(GL-m) Ｎ値 深度(GL-m) Ｎ値

No.1 

20.15～ 59 

No.2 

35.15～ 60 

No.4 

26.15～ 60 

21.15～ 60 36.15～ 60 27.15～ 60 

22.15～ 60 37.15～ 60 28.03～ 60 

23.15～ 60 38.15～ 60 29.15～ 60 

24.15～ 60 39.15～ 60 30.15～ 60 

25.15～ 60 40.15～ 60 

No.5 

33.15～ 24 

26.15～ 60 

No.3 

25.15～ 56 34.15～ 26 

27.15～ 28 26.15～ 60 35.02～ 60 

28.15～ 60 27.15～ 60 36.05～ 60 

29.15～ 52 28.15～ 60 37.05～ 60 

30.15～ 33 29.15～ 60 38.03～ 60 

31.15～ 20 30.15～ 60 39.03～ 60 

No.2 

32.15～ 60 31.15～ 21 40.02～ 60 

33.15～ 60 
No.4 

24.15～ 47 

34.15～ 60 25.15～ 60 

網掛部：実測Ｎ値が 60 以上であり、上限値として 60 を採用した。 

大阪層群礫質土層（Og）の平均Ｎ値＝55 

表 4.2.8 花崗岩(Gr)におけるＮ値集計 

地点 
実測Ｎ値 

地点 
実測Ｎ値 

深度(GL-m) Ｎ値 深度(GL-m) Ｎ値 

No.1 

33.05～ 60/4 

No.5 

41.02～ 60/2 

34.10～ 60/4 42.02～ 60/1 

35.03～ 60/5 43.02～ 60/1 

36.05～ 60/3 44.02～ 60/1 

37.03～ 60/2 45.01～ 60/1 

38.02～ 60/2 46.01～ 60/1 

いずれも N=60 以上のＮ値を示し、60 回打撃に対して 5cm 以下の貫入量

である。 
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4.3 孔内水平載荷試験結果 

調査地における地盤の変形特性（変形係数）を求めるため、ボーリング No.3 地点において

孔内水平載荷試験を行った。 

試験結果の詳細は、巻末に付した「孔内水平載荷試験結果」のとおりであるが、試験結果

の概要は表 4.3.1 に示す。 

表 4.3.1 孔内水平載荷試験結果 

地点 
試験深度

(GL-m) 
土質区分 Ｎ値

地盤反力係数

Km 

(MN/m3) 

変形係数 

Em 

(MN/m2) 

No.3 3.00 
盛土層/ 

礫混りシルト質砂
19 320.249 18.306 

一般に、孔内水平載荷試験によって得られた変形係数とＮ値との関係は、図 4.3.1 に示す

ようにＥ＝670Ｎ0.986(kN/m2)の相関があるとされる。（地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より） 

この相関関係は、多数の測定データを基に作成されているが、Ｎ値と変形係数との関係には

バラツキが大きいことが読み取れる。 

本調査における孔内水平載荷試験による変形係数とＮ値との関係を同図に重ねた（図中の

●印）。試験結果によるＮ値と変形係数の関係は、上記の相関に対してやや高い変形係数を示

しているが、図中のデータのバラツキ範囲内にあるといえる。 

●は今回の試験結果

図 4.3.1 「地盤調査の方法と解説」に示される変形係数ＥとＮ値の相関及び 

調査地における孔内水平載荷試験による変形係数ＥとＮ値の関係 
（「地盤調査の方法と解説」 地盤工学会）
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4.4 室内土質試験結果 

標準貫入試験によって採取した｢乱した試料｣を用いて、室内土質試験を実施した。試験結

果の詳細は巻末の｢室内土質試験結果｣のデータシートに示すとおりであり、結果の概要を表

4.4.1にまとめる。試験結果は主に地震時における地盤の液状化判定に利用する。 

表4.4.1 室内土質試験結果一覧表 

ボーリング地点 No.1 No.2 

試料番号 P-9 P-10 P-11 P-15 P-14 P-16 

採取深度  GL-(m) 
9.15～ 

9.45 

10.15～ 

10.45 

11.15～ 

11.45 

15.15～ 

15.45 

14.15～ 

14.45 

16.15～ 

16.45 

地層記号 B B B B B B 

粒度
最大粒径   (mm) 37.5 37.5 19 37.5 26.5 19 

細粒分含有率 (％) 16.0 16.6 24.1 16.8 16.2 23.0 

ｺﾝｼｽ

ﾃﾝｼｰ

液性限界   WL(％) NP NP 55.8 NP NP 49.2 

塑性限界   WP(％) NP NP 16.1 NP NP 18.0 

塑性指数   IP NP NP 39.7 NP NP 31.2 

ボーリング地点 No.2 No.3 

試料番号 P-21 P-27 P-29 P-30 P-31 P-19 

採取深度  GL-(m) 
21.15～ 

21.45

27.15～ 

27.45

29.15～ 

29.45

30.15～ 

30.45

31.15～ 

31.45

19.15～ 

19.45

地層記号 B B B B B B 

粒度
最大粒径   (mm) 19 26.5 19 26.5 19 37.5 

細粒分含有率 (％) 30.2 17.4 7.1 33.8 24.8 17.6 

ｺﾝｼｽ

ﾃﾝｼｰ

液性限界   WL(％) 57.1 NP NP 32.6 32.0 NP 

塑性限界   WP(％) 18.0 NP NP 18.9 17.6 NP 

塑性指数   IP 39.1 NP NP 13.7 14.4 NP 

ボーリング地点 No.4 

試料番号 P-9 P-10 P-11 P-12 P-20 P-23 

採取深度  GL-(m) 
9.15～ 

9.45

10.15～ 

10.45

11.15～ 

11.45

12.15～ 

12.45

20.15～ 

20.45

23.15～ 

23.45

地層記号 B B B B B B 

粒度
最大粒径   (mm) 26.5 19 19 19 26.5 19 

細粒分含有率 (％) 25.3 19.9 35.5 20.7 17.0 21.4 

ｺﾝｼｽ

ﾃﾝｼｰ

液性限界   WL(％) 45.5 NP 62.9 39.1 NP NP 

塑性限界   WP(％) 19.3 NP 20.7 20.0 NP NP 

塑性指数   IP 26.2 NP 42.2 19.1 NP NP 

ボーリング地点 No.5 

試料番号 P-10 P-11 P-12 P-16 P-19 P-29 

採取深度  GL-(m) 
10.15～ 

10.45

11.15～ 

11.45

12.45～ 

12.45

16.15～ 

16.45

19.15～ 

19.45

29.15～ 

29.45

地層記号 B B B B B B 

粒度
最大粒径   (mm) 37.5 37.5 19 26.5 19 26.5 

細粒分含有率 (％) 19.5 25.9 16.9 18.2 26.7 15.2 

ｺﾝｼｽ

ﾃﾝｼｰ

液性限界   WL(％) 36.4 46.5 NP NP 45.6 NP 

塑性限界   WP(％) 19.8 17.9 NP NP 16.6 NP 

塑性指数   IP 16.6 28.6 NP NP 29.0 NP 

NP：Non-Plastic。土の状態が低塑性で、定められた試験が不可能な状態であることを意味する。 
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５．考察 

5.1 地盤定数の提案 

今回の調査結果より、設計計算に必要な地盤定数を推定する。 

試験を実施したものについては、試験結果をそのまま採用することを原則とし、その他に

ついては各種の推定式を用いて算出した。 

地盤定数の提案値を表 5.1.1 に示す。 

表 5.1.1 地盤定数の提案値 

地層区分 記号
代表

Ｎ値

単位体積

重量 

γ 

(kN/m3) 

粘着力 

ｃ 

(kN/m2)

内部 

摩擦角 

φ 

(度) 

変形係数 

Ｅ 

(MN/m2) 

盛土層 B 36 20 0 40   18.3 ※

大阪層群 礫質土層 Og 55 20 0 40 34.8 

茨木複合花崗岩 花崗岩 Gr 300 20 98 42 136 

※：孔内水平載荷試験による実測値     

各定数を提案するにあたり、方針及び算出式等を以下にまとめた。 

5.1.1 土砂部 （盛土層 B、大阪層群礫質土層 Og） 

(1)土のＮ値 

標準貫入試験によって得られたＮ値から、各地層の平均値を提案する。ここで、実測Ｎ

値が N=60 を超えるものについては上限値を設け、N=60 と設定する。また、標準貫入試験

の実施区間が地層境界に跨る場合については、その区間のＮ値を考慮しない。 

(2)土の単位体積重量 γ (kN/m3) 

土の単位体積重量は、表 5.1.2 を参考とする。 
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表5.1.2 土質による単位体積重量の目安※

種  類 状     態 
湿潤密度 

γ(kN/ｍ3) 
土 の 代 表 分 類

盛

土

礫 お よ び

礫まじり砂
締固めたもの 20.0 ｛G｝ 

砂 締 固 め た も の
粒径幅の広いもの 20.0 

｛S｝ 
分級されたもの 19.0 

砂 質 土 締固めたもの 19.0 ｛SF｝ 

粘 性 土 締固めたもの 18.0 {M},{C} 

関東ローム 締固めたもの 14.0 ｛V｝ 

自

然

地

盤

礫 
密実なものまたは粒径幅の広いもの 20.0 

｛G｝ 
密実でないものまたは分級されたもの 18.0 

礫まじり砂
密実なもの 21.0 

｛G｝ 
密実でないもの 19.0 

砂 
密実なものまたは粒径幅の広いもの 20.0 

｛S｝ 
密実でないものまたは分級されたもの 18.0 

砂 質 土
密実なもの 19.0 

｛SF｝ 
密実でないもの 17.0 

粘 性 土

固いもの(指で強く押し多少へこむ) 18.0 

{M},{C} やや軟いもの(指の中程度の力で貫入) 17.0 

軟いもの(指が容易に貫入) 16.0 

粘 土 及 び

シ ル ト

固いもの(指で強く押し多少へこむ) 17.0 

{M},{C} やや軟いもの(指の中程度の力で貫入) 16.0 

軟いもの(指が容易に貫入) 14.0 

関東ローム  14.0 ｛V｝ 

                       (設計要領第一集 NEXCO３社を加筆)    

注) 礫および砂の区分でＮ値の目安はおおむね、密実なもの(Ｎ≧30)、密実でないもの(Ｎ＜30)とし、

粘性土、粘土及びシルトの区分では固いもの(Ｎ＝8～15)、やや軟い(Ｎ＝4～8)、軟いもの(Ｎ＝

2～4)とする。 

(3)土の内部摩擦角 φ （度） 

砂質土層・礫質土層の内部摩擦角は、建築基礎構造設計指針に示される推定方法により、

Ｎ値から推定する。ただし、φの上限をφ＝40°とする。 

φ＝ 15 ＋√20･N    (°) ･･････ 建築基礎構造設計指針 

粘性土層については安全側にみて 0 度とするが、当該地には粘性土は分布していない。 

(4)土の粘着力 ｃ (kN/m2) 

一般に、土の粘着力は粘性土層に対して考慮し、砂質土や礫質土については、ｃ=0(kN/m2)

とする。 

調査結果によると、当該地には粘性土層が分布していないため、粘着力の算出方法等に

ついては省略する。 

-32-



(5)地盤の変形係数 Ｅ (kN/m2) 

孔内水平載荷試験を実施している地層については、試験結果による実測値を採用する。 

試験を実施していない地層については、Ｎ値から次式により推定した。 

Ｅ＝670Ｎ0.986(kN/m2)  （地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より）

Ｅ：変形係数 ※孔内水平載荷試験により求められる変形係数と同義 

Ｎ：標準貫入試験から得られるＮ値 

5.1.2 岩盤部 （花崗岩 Gr） 

(1) Ｎ値 

軟岩部において実施している標準貫入試験によって得られたＮ値から、打撃回数とその

時の貫入量の関係から換算Ｎ値を求める。 

なお、換算Ｎ値の上限は 300 とする。 

              貫入量に対する打撃回数(回) 
換算Ｎ値 ＝ ――――――――――――――― × 30  
           貫入量(cm) 

(2) 単位体積重量 γ (kN/m3) 

岩盤では、岩級によって風化の程度や亀裂頻度などにより単位体積重量も変化する。 

ここでは、表 5.1.3 を参考に単位体積重量を求める。当調査で確認された花崗岩(Gr)は、

採取した試料の状態や標準貫入試験によるＮ値から、DH 級岩盤に相当するものと考えられ

る。（本表は単位体積重量の推定にのみ用いる） 

表 5.1.3 岩盤各風化帯の単位体積重量 
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(3) せん断定数 ｃ，φ (kN/m2，度) 

風化軟岩部のせん断定数については、表 5.1.4 に示した推定式により換算Ｎ値から推定

する。 

なお当該地に分布する花崗岩類は深成岩に属することから、表中の“砂岩・礫岩・深成

岩類”の式を用いる。 

ｃ＝15.2Ｎ0.327 (kN/m2) 

φ＝5.10×LogＮ＋29.3 (°) 

表 5.1.4 換算Ｎ値による場合の測定例 

砂岩・礫岩 

深成岩類 
安山岩 

泥岩・凝灰岩 

凝灰角礫岩 
備  考 

粘着力ｃ

kN/m2

換算Ｎ値と平

均値との関係
15.2Ｎ0.327 25.3Ｎ0.334 16.2Ｎ0.606

標準偏差 0.218 0.384 0.464 Log 軸上の値

せん断 

抵抗角φ

(°) 

換算Ｎ値と平

均値との関係
5.10LogＮ+29.3 6.82LogＮ+21.5 0.888LogＮ+19.3

標準偏差 4.40 7.85 9.78  

（「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO）    

(4) 変形係数 Ｅ (kN/m2) 

風化軟岩部の変形係数は、標準貫入試験で得られたＮ値と変形係数（孔内水平載荷試験

による）の関係（図 5.1.1）を参考にした。 

Ｅ＝27.1×Ｎ0.69 (kgf/cm2) 〔＝ ×98.1 kN/m2〕 

図 5.1.1 岩の変形係数の測定例

（「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO） 
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5.2 地盤の液状化判定 

地震時における地盤の液状化については、日本建築学会の「建築基礎構造設計指針(2019

年第3版)」に、液状化の判定を行うべき土層の条件が下記のように記載されている。 

・液状化の判定を行う必要がある飽和土層は、一般に地表面から20m程度以浅の土層で、

考慮すべき土の種類は、細粒分含有率が35％以下の土とする。ただし、埋立地盤等の

造成地盤で地表面から20m程度以深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液

状化判定を行う。 

・埋立地盤等の造成地盤では、細粒分含有率が35％以上の低塑性シルト、液性限界に近

い含水比をもったシルトなどが液状化した事例も報告されているので、粘土分(0.005

mm以下の粒径をもつ土粒子)含有率が10％以下、または塑性指数が15％以下の埋立地盤

あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。 

・細粒分を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫、洪積層でもＮ値が小さな土層は液

状化の可能性が否定できないので、そのような場合にも液状化の検討を行う。 

①液状化の判定手順 

検討地点の地盤内の各深さに発生する等価な繰り返しせん断応力比を次式により計算す

る。 

τｄ               αｍａｘ    σｚ

――― ＝ γｎ・――――・―――・γｄ

 σｚ´               ｇ      σｚ’ 

τｄ： 水平面に生ずる等価な一定繰返しせん断応力振幅（kN/m2） 

σｚ’： 検討深さにおける有効土被り圧（鉛直有効応力）（kN/m2） 

γｎ： 等価繰り返し回数に対する補正係数で、γｎ＝0.1（Ｍ－1） 

ただし、Ｍは地震のマグニチュード。通常はＭ＝7.5。 

αｍａｘ： 地表面における設計用水平加速度(m/s2) 

 今回はαｍａｘ＝1.5、2.0、3.5(m/s2)に対して検討する 

ｇ： 重力加速度（9.8 m/s2） 

σｚ： 検討深さにおける全土被り圧（鉛直全応力）（kN/m2） 

γｄ： 地盤が剛体でない事による低減係数で（1－0.015ｚ）、ｚはメートル単

位で表した地表面からの検討深さ。 
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各深さにおける補正Ｎ値（Ｎａ）を下式及び図5.2.1を用いて計算する。 

Ｎａ＝Ｎ１＋ΔＮｆ 

Ｎ１＝ＣＮ・Ｎ 

ＣＮ＝√(100／σｚ’) 

Ｎａ：補正Ｎ値 

Ｎ１：換算Ｎ値 

ＣＮ：拘束圧に関する換算係数 

ΔＮｆ：細粒分含有率に応じた補正Ｎ値増分 

Ｎ：実測Ｎ値 

・ 図5.2.2中の限界せん断ひずみ曲線５％を用いて、補正Ｎ値（Ｎａ）に対応する飽和 

   土層液状化抵抗比Ｒ＝τｌ/σｚ’を求める。ここで、τｌは水平断面における液状化 

   抵抗である。 

・ 各深さにおける液状化発生に対する安全率ＦＬを次式により計算する。 

τｌ

――― 
σｚ’        τｌ

ＦＬ ＝ ――――― ＝ ――――    
τｄ        τｄ

――― 
σｚ’

上式から求めたＦＬ値が1より大きくなる土層については液状化発生の可能性はないもの

と判定し、逆に1以下となる場合は、その可能性があり、値が小さくなるほど液状化発生危

険度が高く、また、ＦＬの値が１を切る土層が厚くなるほど危険度が高くなるものと判断す

る。 

また、Ｎ値が大きくなりやすい礫質土に対しては、その平均粒径Ｄsbにより図5.2.3のよう

なＮ値補正係数Ｃsbを暫定的に用いることができる。 
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図5.2.1 細粒分含有率とＮ値の補正係数 

図5.2.2 補正Ｎ値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係 
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図5.2.3 砂礫地盤のＮ値補正係数 

②液状化指数について 

前述の液状化抵抗率ＦＬは、ある地点の計算深度毎の液状化に対する安全率を示す指数で

あるのに対して、液状化指数ＰＬは計算深度毎ではなく計算地点（地盤全体として）での液状

化の程度を示す指数を表すものである。ＰＬの算定式は次のように規定されている。

ＰＬ＝∫0
20（1－ＦＬ）（10－0.5ｘ）ｄｘ （道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編） 

ＰＬ：液状化指数 

ＦＬ：液状化に対する抵抗率で、ＦＬ＞1.0のときＦＬ＝ 1 とする 

ｘ：地表面からの深さ（m） 

また、「建設省土木研究所，土木研究所資料第1729号，地震時における砂質地盤の液状化

判定法と耐震設計への適用に関する研究（昭和56年9月）」によると、ＰＬの評価基準は次の

表5.2.1のように示される。 

表5.2.1 ＰＬによる液状化の判定 

ＰＬ値 液状化の判定 

ＰＬ＝0 
液状化危険度はかなり低い。 

液状化に関する詳細な調査は一般に不要。 

0＜ＰＬ≦5 
液状化危険度は低い。 

特に重要な構造物の設計に際しては、より詳細な調査が必要。 

5＜ＰＬ≦15 
液状化危険度が高い。 

重要な構造物に対して、より詳細な調査が必要。 

15＜ＰＬ

液状化危険度が極めて高い。 

液状化に関する詳細な調査と液状化対策は不可避。 
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③液状化の判定 

今回の調査結果から、当該地に分布する土層を対象に液状化の検討を行った。 

判定対象土層としては盛土層(B)が該当しており、造成による人工地盤であることから深

度GL-20m以深についても判定対象となる。ここでは盛土層(B)の下端までを判定対象とする

が、地下水位以浅の区間については判定対象外となる。 

なお、地下水位については明瞭な水位は確認されていないが、採取した土の含水状態等か

ら深度GL-9m付近に地下水位があるものと想定した。 

判定に必要となる土の諸定数については、室内土質試験結果によって得られた細粒分含有

率や塑性指数を用い、土の湿潤密度（単位体積重量）については、前述の「 5.1 地盤定数

の提案 」に示した値を用いた。 

水平加速度 1.5、2.0、3.5(m/s2)における液状化判定計算結果の詳細は、巻末資料に添付

したとおりであり、結果の概要を下表にまとめた。 

表5.2.2 液状化の判定結果 

液状化判定における

水平加速度 

αｍａｘ(m/s
2) 

判定結果 

1.5 

いずれの地点においても全ての検討深度において液状化安全率

がFL＞1を示し、液状化は生じないと判定される。 

地点における液状化の程度を示す液状化指数はPL=0.00を示し、液

状化危険度は“かなり低い”と判断される。 

2.0 

いずれの地点においても全ての検討深度において液状化安全率

がFL＞1を示し、液状化は生じないと判定される。 

地点における液状化の程度を示す液状化指数はPL=0.00を示し、液

状化危険度は“かなり低い”と判断される。 

3.5 

No.2地点における盛土層(B)の最下部、数ｍの区間においてのみ

液状化安全率がFL≦1を示し、液状化が生じる可能性があると判

定される。 

液状化を生じると判断される区間があるものの、その位置が深度

GL-29～31ｍ付近と深いことから、地点における液状化の程度を

示す液状化指数はPL=0.00を示し、液状化危険度は“かなり低い”

と判断される。 
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表5.2.3 液状化の判定結果表 【検討地点：No.1地点】 
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表5.2.4 液状化の判定結果表 【検討地点：No.2地点】 
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表5.2.5 液状化の判定結果表 【検討地点：No.3地点】 
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表5.2.6 液状化の判定結果表 【検討地点：No.4地点】 
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表5.2.7 液状化の判定結果表 【検討地点：No.5地点】 
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5.3 支持層と基礎形式及び設計施工における留意点 

調査地の地層構成としては、地表より、盛土層(B)、大阪層群礫質土層(Og)、基盤岩である

花崗岩(Gr)の順に分布している。 

建築物の支持層と基礎形式を選定する際や設計施工における留意点について下記にまとめ

る。 

● 盛土層(B) 

調査地周辺地域の大規模な造成によって形成された盛土層であり、地表部より 19.80～

32.60m の層厚で厚く分布する。主に粘性土を混入する礫質土から成り、地盤のＮ値は N=11～

60 以上の範囲を示すが、N=20～40 程度を示すものが多く、平均値は N=36 を示す。 

盛土地盤であるため、土質にバラツキがあるとともにＮ値にもバラツキがあることから、

盛土層内で賢固な支持層を得ることは難しく、荷重規模の大きな建築物の支持地盤とするこ

とは困難である。荷重規模の比較的小さな低層建築物などに対しては、地盤改良を併用した

直接基礎も可能と考えられる。 

また、建築物の荷重規模によっては摩擦杭による支持形式についても検討されたい。 

なお、盛土層内には既設構造物が埋設されており、竪集水桝については天端部が比較的浅

い深さのところまで達していると考えられることから、建物配置や基礎形式の選定時に留意

が必要である。 

● 大阪層群礫質土層(Og) 

厚い盛土層の直下に分布する礫質土層であり、造成前の旧地形を形成していた地層である。

Ｎ値は一部でやや低い値を示すものの、概ね N=60 以上を示す密に締まった地層であり、分布

層厚も 6.40 以上～12.55m を有していることから、建築物の賢固な支持層とすることができ

ると判断される。 

分布深度が GL-19.80～32.60m 以深と深くなることから、基礎形式としては杭基礎が選定

されるが、地点によって分布深度が大きく変化するため、支持深度の設定には注意が必要で

ある。 

なお、上位に分布する盛土層には N=60 以上のＮ値を示す所が含まれており、基礎工の工法

選定にも留意を要する。また、盛土層内には既設構造物が埋設されており、その配置にも留

意が必要である。 

● 花崗岩(Gr) 

調査地付近の基盤岩を構成する基盤岩である。風化が進んではいるものの、Ｎ値が N=60 以

上の軟岩相当を示すことから、建築物の賢固な支持層とすることができると判断される。 

分布深度が深く、GL-32.35～40.60m 以深となることから、基礎形式としては杭基礎が選定

されるが、地点によって分布深度が大きく変化することが予測されるため、支持層深度の設

定には注意が必要である。なお、上位に分布する盛土層や大阪層群には N=60 以上のＮ値を示

す所が含まれており、基礎工の工法選定にも留意を要する。また、盛土層内には既設構造物

が埋設されており、その配置にも留意が必要である。 
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● 地下水位について 

ボーリング調査時には、無水掘削による明瞭な自然地下水位を把握することはできなかっ

たが、採取した土質試料の含水状態等から判断すると、深度 9.0m 付近に地下水位が形成され

ている可能性がある。 

なお、調査地周辺の造成工事の際には、集水暗渠や竪集水桝等の集排水設備が設置されて

おり、これらが有効に機能していると想定すると、自然地下水位は上記よりも更に深い位置

に形成されていることも考えられる。 
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含水少ない

盛

土

・

粘

土

混

り

砂

黄

灰～

灰

中

位

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
少量の粘性土混入
含水少ない

GL-7.65mに孔内水位が認められるも
のの盛土地盤内における溜まり水
（宙水）の可能性が高い

盛

土

・

砂

礫

黄

褐

非

常

に

密

な

細～中砂主体
粗砂及び細礫混入
少量のシルト混入　含水少ない

盛土・礫
混り砂

黄

灰

中

位

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
少量の粘性土混入
含水少ない

盛土・粘
土混り砂
礫

黄

灰

密

な

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分多く混入
部分的に粘土卓越するところあり
φ50～70mmの礫混入
含水少ない

盛

土

・

粘

土

質

砂

礫

黄

灰～

暗

灰

非

常

に

密

な～

中

位

の

細～中砂主体
φ2～10mmの礫及び粘土分混入
含水少ない

盛土・礫
混り粘土
混り砂

黄

灰

密

な～

中

位

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土混入
含水中位

盛土・粘
土質砂礫

暗

灰

中

位

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
少量の粘土分混入
含水少ない

粘

土

混

り

砂

礫

暗

青

灰

非

常

に

密

な

中～粗砂主体
細礫混入
全体に粘土分多く混入
一部固結粘土を挟む

粘土混り
礫混り砂

暗

青

灰

非

常

に

密

な

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
礫は砂岩、泥岩
全体に粘土分混入し部分的に粘土多
く混入する
含水少ない

粘

土

質

砂

礫

暗

青

灰

非

常

に

密

な

細砂主体　少量の細礫混入砂 青灰
非常
に密
な

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分多く混入
含水少ない

粘土質砂
礫

青

灰

非常
に密
な

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.41

7.15

7.29

8.15

8.45

9.15

9.41

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.19

33.15

33.37

34.15

34.31

35.15

35.22

36.15

36.28

37.10

37.15

38.15

38.26

39.15

39.24

40.15

40.21

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
10

11

4

6

4

6

13

42

13

19

8

17

13

6

8

10

7

8

9

8

17

7

6

8

11

13

11

8

10

8

3

4

60

4

24

35

60

7

42

60

5

54

60

9

60

6

10

～
20

13

6

6

5

8

30

18

4

19

25

9

15

16

28

8

11

6

8

15

13

15

7

12

12

9

19

11

9

11

9

4

5

30

25

6

18

3

6

1

20

～

30

12

7

6

6

7

17

6

24

16

6

13

14

24

23

10

11

12

16

18

18

14

10

14

18

10

21

10

8

11

9

4

7

6

2

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

36

30

17

30

18

30

15

30

21

30

60

26

60

14

56

30

60

26

30

30

46

30

53

30

57

30

26

30

32

30

25

30

32

30

42

30

39

30

46

30

24

30

32

30

38

30

30

30

53

30

32

30

25

30

32

30

26

30

11

30

16

30

60

4

60

22

60

16

60

7

60

13

60

5

60

11

60

9

60

6

N 値

0 10 20 30 40 50 60

36

17

18

15

21

69

129

56

69

30

46

53

57

26

32

25

32

42

39

46

24

32

38

30

53

32

25

32

26

11

16

450

82

113

257

138

360

164

200

300

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

14.15

14.45

16.15

16.45

21.15

21.45

27.15

27.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

試

料

番

号

P-14

P-16

P-21

P-27

P-29

P-30

P-31

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

22

6

23

6

24

6

25

6

28



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯 3 4 ﾟ  5 2 '  2 6 . 2 "

東 経 1 3 5 ﾟ  3 2 '  5 9 . 5 "発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令 和 3 年  7 月  2 日  ～ 3 年 7 月 9 日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.08m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン T F 9 0 V - E ポ ン プ T O H O  B G - 3総 掘 進 長  31.50m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

標

高

(m)

 -8.78

-12.58

-25.18

-30.88

-31.58

層

厚

(m)

  8.70

  3.80

 12.60

  5.70

  0.70

深

度

(m)

8.70

12.50

25.10

30.80

31.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

細～中砂主体
全体にシルトを多く混入する
φ2～5mmの礫混入
含水少ない
GL-4.0m付近から暗青灰色

GL-6.17mに孔内水位を確認するが盛
土地盤内におけるたまり水（宙水）
である可能性が高い

盛

土

・

礫

混

り

シ

ル

ト

質

砂

褐

灰～

暗

青

灰

中

位

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
不均質にシルトを多く混入
含水少ない

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

密

な～

非

常

に

密

な

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体的に粘土分多く混入
φ50～100mm程度の礫～玉石混入
含水少ない～中位

盛

土

・

粘

土

質

砂

礫

暗

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分混入
含水少ない

粘

土

質

砂

礫

暗

褐

灰

非

常

に

密

な

細～中砂主体　粘土分多く混入
φ2～10mmの礫混入　含水中位

粘土質砂
暗青
灰 中位

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.10

21.14

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.39

27.15

27.42

28.15

28.42

29.15

29.33

30.15

30.39

31.15

31.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
10

9

5

6

5

11

11

14

10

10

11

10

11

10

10

6

10

9

10

6

9

60

4

21

10

11

14

16

14

15

26

18

7

10

～
20

7

8

7

9

13

11

11

9

11

10

16

15

14

14

9

11

14

11

9

10

16

12

14

16

26

20

23

34

8

26

6

20

～

30

6

10

6

11

11

12

12

12

14

15

25

18

16

11

15

13

13

12

12

13

13

14

18

26

18

4

26

7

22

7

16

4

8

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

22

30

23

30

19

30

25

30

35

30

34

30

37

30

31

30

35

30

36

30

51

30

44

30

40

30

35

30

30

30

34

30

36

30

33

30

27

30

32

30

60

4

50

30

36

30

43

30

56

30

60

24

60

27

60

27

60

18

60

24

21

30

N 値

0 10 20 30 40 50 60

22

23

19

25

35

34

37

31

35

36

51

44

40

35

30

34

36

33

27

32

450

50

36

43

56

75

67

67

100

75

21

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.00

3.00

試 験 名

および結果

孔内水平載荷試験

試 料 採 取

深

度

(m)

19.15

19.45

試

料

番

号

P-19

採

取

方

法

○-

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

7

2

7

5

7

6

7

7



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯 3 4 ﾟ  5 2 '  2 6 . 5 "

東 経 1 3 5 ﾟ  3 3 '  0 . 6 "発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令和 3年 6月 2 1日  ～ 3年 6月  2 3日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

+0.08m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ T O H O  B G - 3 C総 掘 進 長  30.34m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

標

高

(m)

 -0.52

-23.82

-30.26

層

厚

(m)

  0.60

 23.30

  6.44

深

度

(m)

0.60

23.90

30.34

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

細砂主体　全体にシルト及びφ2～3
0mmの礫混入　含水少ない

盛土・礫
混りシル
ト質砂

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
所々にφ5～40mmの礫混入
φ100mm程度の玉石点在
所々で粘土・シルト・砂の優勢部あ
り
含水少ない
GL-3.0～4.8m間は礫分やや少ない
GL-10.0m付近より含水中位の所が含
まれる
GL-13.10m～13.20m玉石

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

φ2～40mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
φ45～60mm礫が点在
含水少ない

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

密

な～

非

常

に

密

な

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.35

8.15

8.20

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.05

13.08

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.43

20.15

20.45

21.15

21.43

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.28

26.15

26.36

27.15

27.21

28.03

28.05

29.15

29.37

30.15

30.34

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
10

11

19

8

7

16

18

17

60

5

6

6

8

8

60

3

10

11

15

13

15

19

6

20

17

7

15

32

21

60

6

60

2

16

19

10

～
20

14

21

6

9

19

14

43

8

7

8

9

13

14

20

20

20

22

7

21

18

8

16

28

3

34

34

41

9

20

～

30

16

14

7

6

17

10

6

8

10

10

12

12

21

18

22

19

8

15

19

8

17

8

16

5

1

10

2

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

41

30

54

30

21

30

22

30

52

30

42

30

60

20

60

5

20

30

21

30

26

30

27

30
60

3

35

30

37

30

56

30

51

30

57

30

60

28

28

30

60

28

52

30

23

30

47

30

60

13

60

21

60

6

60

2

60

22

60

19

N 値

0 10 20 30 40 50 60

41

54

21

22

52

42

90

360

20

21

26

27

600

35

37

56

51

57

64

28

64

52

23

47

138

86

300

900

82

95

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

20.15

20.45

23.15

23.45

試

料

番

号

P-9

P-10

P-11

P-12

P-20

P-23

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

21

6

22



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 5 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯 3 4 ﾟ  5 2 '  2 7 . 2 "

東 経 1 3 5 ﾟ  3 3 '  0 . 0 "発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令和  3年  6月  2 3日  ～ 3年 7月 2日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.09m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ T O H O  B G - 3 C総 掘 進 長  46.02m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

標

高

(m)

-24.04

-32.69

-34.94

-36.89

-40.69

-46.11

層

厚

(m)

 23.95

  8.65

  2.25

  1.95

  3.80

  5.42

深

度

(m)

23.95

32.60

34.85

36.80

40.60

46.02

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
φ30～40mmの礫混入するが、所々で
礫分が少なく粘土質砂状を呈す所も
混在
φ100mm礫程度の玉石
含水少ない
GL-9.0m付近より含水中位の部分を
含む

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位

の～

非

常

に

密

な

φ2～40mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト混入
φ45～60mm礫点在
含水少ない

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

細～中砂主体
全体に粘土及びφ2～30mm礫混入
下部φ80mm程度の玉石点在
含水少ない

礫

混

り

粘

土

質

砂

暗

灰

中

位

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分多く混入
φ35～60mm程度の礫が点在
含水少ない

粘

土

混

り

砂

礫

暗

青

灰

非

常

に

密

な

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土混入
団粒状の粘性土塊混入
含水少ない

粘

土

混

り

砂

礫

灰

非

常

に

密

な

花崗岩～花崗閃緑岩の風化帯
礫混りシルト質砂状を呈す

風

化

花

崗

岩

灰

非

常

に

密

な

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.44

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.36

28.15

28.43

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.45

35.02

35.04

36.05

36.08

37.05

37.06

38.03

38.05

39.03

39.05

40.02

40.04

41.02

41.04

42.02

42.03

43.02

43.03

44.02

44.03

45.01

45.02

46.01

46.02

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
10

7

6

5

5

4

6

4

7

12

6

6

8

11

11

11

7

11

12

8

14

12

14

19

16

12

12

18

16

9

13

15

16

8

9

60

2

60

3

60

1

60

2

60

2

60

2

60

2

60

1

60

1

60

1

60

1

60

1

10

～
20

4

6

5

6

6

7

5

8

18

7

7

7

20

12

10

8

12

17

9

19

16

21

21

19

17

14

39

24

7

19

17

18

7

10

20

～

30

5

7

9

8

8

7

5

7

22

8

11

5

24

18

12

9

11

14

10

27

9

20

11

17

23

23

11

3

1

20

8

8

22

19

19

9

7

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

16

30

19

30

19

30

19

30

18

30

20

30

14

30

22

30

52

30

21

30

24

30

20

30

55

30

41

30

33

30

24

30

34

30

43

30

27

30

60

29

48

30

46

30

57

30

58

30

52

30

37

30

60

21

60

28

24

30

54

30

51

30

53

30

24

30

26

30
60

2

60

3

60

1

60

2

60

2

60

2

60

2

60

1

60

1

60

1

60

1

60

1

N 値

0 10 20 30 40 50 60

16

19

19

19

18

20

14

22

52

21

24

20

55

41

33

24

34

43

27

62

48

46

57

58

52

37

86

64

24

54

51

53

24

26

900

600

1800

900

900

900

900

1800

1800

1800

1800

1800

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

16.15

16.45

19.15

19.45

29.15

29.45

試

料

番

号

P-10

P-11

P-12

P-16

P-19

P-29

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

23

6

24

6

29

6

30



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯

東 経発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令和 3年  6月  1 4日  ～ 3年 6月 2 1日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.01m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ T O H O  B G - 3 C総 掘 進 長  38.04m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

-0.91

-4.81

-19.81

-26.91

層

厚

(m)

  0.90

  3.90

 15.00

  7.10

深

度

(m)

0.90

4.80

19.80

26.90

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ2～30mm及び細～中砂主体　全体
に粘土混入　φ60mm程度の礫が点在
　含水少ない

盛土・
粘土質
砂礫

暗褐
灰

細～中砂主体
全体にシルト混入
所々にφ2～40mm礫混入
含水少ない

盛

土

・

礫

混

り

シ

ル

ト

混

り

砂

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
一部で粘性土が優勢となる
GL-6.0～6.5mビニール片混入
含水少ない
GL-10m付近より含水多い部分を含む

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位～

密

な

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
φ60mm礫程度の礫混入
含水少ない

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

非

常

に

密

な

φ2 30 の礫及び細 中砂主体

シ

ル
ト 中位

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.41

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.43

22.15

22.41

23.15

23.40

24.15

24.42

25.15

25.29

26.10

26.19

27.15

27.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

7

16

16

6

6

6

6

11

9

10

20

15

19

5

7

7

6

10

16

18

22

21

20

22

60

9

8

10

～

20

5

12

19

17

8

7

7

7

7

5

6

25

17

10

7

13

12

13

14

18

20

23

25

24

38

4

8

20

～

30

8

21

17

19

9

9

8

9

6

6

5

15

6

20

7

13

14

14

15

11

25

22

8

15

6

14

5

16

7

12

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

16

30

40

30

52

30

52

30

23

30

22

30

21

30

22

30

24

30

20

30

21

30

60

26

52

30

36

30

25

30

34

30

33

30

34

30

35

30

59

30

60

28

60

26

60

25

60

27

60

14

60

9

28

30

N  値

0 10 20 30 40 50 60

16

40

52

52

23

22

21

22

24

20

21

69

52

36

25

34

33

34

35

59

64

69

72

67

129

200

28

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

14

6

16

6

17



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

-26.91

-29.11

-29.96

-32.36

-38.05

  7.10

  2.20

  0.85

  2.40

  5.69

26.90

29.10

29.95

32.35

38.04

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト混入
含水少ない

シ

ル

ト

混

り

砂

礫

灰

中位
～非
常に
密な

細～中砂主体。
細礫及び少量のシルト混入
含水少ない

礫混り
砂

褐

灰

非常
に密
な

細～中砂主体
所々で互層状にシルトやφ2～30mm
の礫混入
含水少ない
GL-30.9～31.2m間に粘性土挟む

シ

ル

ト

混

り

砂

褐

灰

中

位～

密

な

花崗岩～花崗閃緑岩の風化帯
礫混りシルト質砂状を呈す

風

化

花

崗

岩

褐

灰～

灰～

褐

灰

27.15

27.45

28.15

28.25

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.40

33.05

33.09

34.10

34.14

35.03

35.08

36.05

36.08

37.03

37.05

38.02

38.04

8

60

12

10

4

12

60

4

60

4

60

5

60

3

60

2

60

2

8

14

11

6

16

12

26

12

10

32

5

28

30

60

10

52

30

33

30

20

30

60

25

60

4

60

4

60

5

60

3

60

2

60

2

28

180

52

33

20

72

450

450

360

600

900

900

6

18



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯

東 経発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令和 3年  6月 2 2日  ～ 3年 6月 2 8日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.25m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ T O H O  B G - 3 C総 掘 進 長  40.21m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

-1.05

-5.85

-9.85

-11.15

-13.25

-28.05

層

厚

(m)

  0.80

  4.80

  4.00

  1.30

  2.10

14.80

深

度

(m)

0.80

5.60

9.60

10.90

13.00

27.80

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
φ40～50mmの礫点在
全体に粘土分混入　含水少ない

盛土・
粘土混
り砂礫

黄灰
～灰

細～中砂主体
φ2～20mmの礫及び粘土分を不規則
に混入
GL-2.7～3.8m間には礫分がやや多い
含水少ない

盛

土

・

粘

土

混

り

砂

黄

灰～

灰

中

位

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
少量の粘性土混入
含水少ない

GL-7.65mに孔内水位が認められるも
のの盛土地盤内における溜まり水
（宙水）の可能性が高い

盛

土

・

砂

礫

黄

褐

非

常

に

密

な

細～中砂主体
粗砂及び細礫混入
少量のシルト混入　含水少ない

盛土・
礫混り
砂

黄

灰

中

位

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
少量の粘性土混入
含水少ない

盛土・
粘土混
り砂礫

黄

灰

密

な

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分多く混入
部分的に粘土卓越するところあり
φ50～70mmの礫混入
含水少ない

盛

土

・

粘

土

質

砂

礫

黄

灰～

暗

灰

非

常

に

密

な～

中

位

の

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.41

7.15

7.29

8.15

8.45

9.15

9.41

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

11

4

6

4

6

13

42

13

19

8

17

13

6

8

10

7

8

9

8

17

7

6

8

11

13

11

8

10

～

20

13

6

6

5

8

30

18

4

19

25

9

15

16

28

8

11

6

8

15

13

15

7

12

12

9

19

11

9

20

～

30

12

7

6

6

7

17

6

24

16

6

13

14

24

23

10

11

12

16

18

18

14

10

14

18

10

21

10

8

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

36

30

17

30

18

30

15

30

21

30

60

26

60

14

56

30

60

26

30

30

46

30

53

30

57

30

26

30

32

30

25

30

32

30

42

30

39

30

46

30

24

30

32

30

38

30

30

30

53

30

32

30

25

30

N  値

0 10 20 30 40 50 60

36

17

18

15

21

69

129

56

69

30

46

53

57

26

32

25

32

42

39

46

24

32

38

30

53

32

25

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

22

6

23



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

-28.05

-30.15

-32.15

-34.25

-36.15

-38.15

-38.95

-40.46

 14.80

  2.10

  2.00

  2.10

  1.90

  2.00

  0.80

  1.51

27.80

29.90

31.90

34.00

35.90

37.90

38.70

40.21

細～中砂主体
φ2～10mmの礫及び粘土分混入
含水少ない

盛土・
礫混り
粘土混
り砂

黄

灰

密

な～

中

位

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土混入
含水中位

盛土・
粘土質
砂礫

暗

灰

中

位

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
少量の粘土分混入
含水少ない

粘

土

混

り

砂

礫

暗

青

灰

非

常

に

密

な

中～粗砂主体
細礫混入
全体に粘土分多く混入
一部固結粘土を挟む

粘土混
り礫混
り砂

暗

青

灰

非

常

に

密

な

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
礫は砂岩、泥岩
全体に粘土分混入し部分的に粘土多
く混入する
含水少ない

粘

土

質

砂

礫

暗

青

灰

非

常

に

密

な

細砂主体　少量の細礫混入砂
青

灰

非常
に密
な

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分多く混入
含水少ない

粘
土
質
砂
礫

青

灰

非

常

に

密

な

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.19

33.15

33.37

34.15

34.31

35.15

35.22

36.15

36.28

37.10

37.15

38.15

38.26

39.15

39.24

40.15

40.21

8

10

8

3

4

60

4

24

35

60

7

42

60

5

54

60

9

60

6

9

11

9

4

5

30

25

6

18

3

6

1

8

11

9

4

7

6

2

25

30

32

30

26

30

11

30

16

30

60

4

60

22

60

16

60

7

60

13

60

5

60

11

60

9

60

6

25

32

26

11

16

450

82

113

257

138

360

164

200

300

6

24

6

25

6

28



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯

東 経発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令 和 3 年  7 月  2 日  ～ 3 年 7 月 9 日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.08m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン T F 9 0 V - E ポ ン プ T O H O  B G - 3総 掘 進 長  31.50m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

-8.78

-12.58

-25.18

層

厚

(m)

  8.70

  3.80

 12.60

深

度

(m)

8.70

12.50

25.10

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

細～中砂主体
全体にシルトを多く混入する
φ2～5mmの礫混入
含水少ない
GL-4.0m付近から暗青灰色

GL-6.17mに孔内水位を確認するが盛
土地盤内におけるたまり水（宙水）
である可能性が高い

盛

土

・

礫

混

り

シ

ル

ト

質

砂

褐

灰～

暗

青

灰

中

位

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
不均質にシルトを多く混入
含水少ない

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

密

な～

非

常

に

密

な

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体的に粘土分多く混入
φ50～100mm程度の礫～玉石混入
含水少ない～中位

盛

土

・

粘

土

質

砂

礫

暗

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体

粘

土 暗

非

常

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.10

21.14

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.39

27.15

27.42

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

9

5

6

5

11

11

14

10

10

11

10

11

10

10

6

10

9

10

6

9

60

4

21

10

11

14

16

14

10

～

20

7

8

7

9

13

11

11

9

11

10

16

15

14

14

9

11

14

11

9

10

16

12

14

16

26

20

20

～

30

6

10

6

11

11

12

12

12

14

15

25

18

16

11

15

13

13

12

12

13

13

14

18

26

18

4

26

7

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

22

30

23

30

19

30

25

30

35

30

34

30

37

30

31

30

35

30

36

30

51

30

44

30

40

30

35

30

30

30

34

30

36

30

33

30

27

30

32

30

60

4

50

30

36

30

43

30

56

30

60

24

60

27

N  値

0 10 20 30 40 50 60

22

23

19

25

35

34

37

31

35

36

51

44

40

35

30

34

36

33

27

32

450

50

36

43

56

75

67

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.00

3.00

試 験 名

および結果

孔内水平載荷試験

試料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

7

2

7

5

7

6



27

28

29

30

31

32

-30.88

-31.58

  5.70

  0.70

30.80

31.50

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分混入
含水少ない

粘

土

質

砂

礫

暗

褐

灰

非

常

に

密

な

細～中砂主体　粘土分多く混入
φ2～10mmの礫混入　含水中位

粘土質
砂

暗青
灰 中位

27.15

27.42

28.15

28.42

29.15

29.33

30.15

30.39

31.15

31.45

14

15

26

18

7

20

23

34

8

26

6

26

7

22

7

16

4

8

60

27

60

27

60

18

60

24

21

30

67

67

100

75

21
7

7



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯

東 経発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令和 3年  6月 2 1日  ～ 3年 6月 2 3日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

+0.08m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ T O H O  B G - 3 C総 掘 進 長  30.34m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

-0.52

-23.82

層

厚

(m)

  0.60

 23.30

深

度

(m)

0.60

23.90

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

細砂主体　全体にシルト及びφ2～3
0mmの礫混入　含水少ない

盛土・
礫混り
シルト
質砂

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
所々にφ5～40mmの礫混入
φ100mm程度の玉石点在
所々で粘土・シルト・砂の優勢部あ
り
含水少ない
GL-3.0～4.8m間は礫分やや少ない
GL-10.0m付近より含水中位の所が含
まれる
GL-13.10m～13.20m玉石

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

φ2～40mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
φ45～60mm礫が点在
含水少ない

シ

ル

ト

質

砂

褐

灰

密

な～

非

常

に

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.35

8.15

8.20

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.05

13.08

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.43

20.15

20.45

21.15

21.43

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.28

26.15

26.36

27.15

27.21

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

11

19

8

7

16

18

17

60

5

6

6

8

8

60

3

10

11

15

13

15

19

6

20

17

7

15

32

21

60

6

60

10

～

20

14

21

6

9

19

14

43

8

7

8

9

13

14

20

20

20

22

7

21

18

8

16

28

3

34

20

～

30

16

14

7

6

17

10

6

8

10

10

12

12

21

18

22

19

8

15

19

8

17

8

16

5

1

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

41

30

54

30

21

30

22

30

52

30

42

30

60

20

60

5

20

30

21

30

26

30

27

30
60

3

35

30

37

30

56

30

51

30

57

30

60

28

28

30

60

28

52

30

23

30

47

30

60

13

60

21

60

6

60

N  値

0 10 20 30 40 50 60

41

54

21

22

52

42

90

360

20

21

26

27

600

35

37

56

51

57

64

28

64

52

23

47

138

86

300

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

21



27

28

29

30
-30.26   6.44 30.34

φ2～40mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
φ45～60mm礫が点在
含水少ない

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

～

非

常

に

密

な

27.15

27.21

28.03

28.05

29.15

29.37

30.15

30.34

60

6

60

2

16

19

34

41

9

10

2

60

6

60

2

60

22

60

19

300

900

82

95

6

22



ボーリング柱状図

調 査 名 中 学 校 給 食 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 5 調査位置 茨 木 市 彩 都 は な だ 一 丁 目 3 番 1 北 緯

東 経発 注 機 関 茨 木 市 調査期間 令和  3年  6月  2 3日  ～  3年  6 月 日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高
KBM

-0.09m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ T O H O  B G - 3 C総 掘 進 長  46.02m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

-24.04

層

厚

(m)

 23.95

深

度

(m)

23.95

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ2～20mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト多く混入
φ30～40mmの礫混入するが、所々で
礫分が少なく粘土質砂状を呈す所も
混在
φ100mm礫程度の玉石
含水少ない
GL-9.0m付近より含水中位の部分を
含む

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位

の～

非

常

に

密

な

盛

土

・

中

位

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.44

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.36

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

7

6

5

5

4

6

4

7

12

6

6

8

11

11

11

7

11

12

8

14

12

14

19

16

12

12

18

10

～

20

4

6

5

6

6

7

5

8

18

7

7

7

20

12

10

8

12

17

9

19

16

21

21

19

17

14

39

20

～

30

5

7

9

8

8

7

5

7

22

8

11

5

24

18

12

9

11

14

10

27

9

20

11

17

23

23

11

3

1

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

16

30

19

30

19

30

19

30

18

30

20

30

14

30

22

30

52

30

21

30

24

30

20

30

55

30

41

30

33

30

24

30

34

30

43

30

27

30

60

29

48

30

46

30

57

30

58

30

52

30

37

30

60

21

N  値

0 10 20 30 40 50 60

16

19

19

19

18

20

14

22

52

21

24

20

55

41

33

24

34

43

27

62

48

46

57

58

52

37

86

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

6

23



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

-32.69

-34.94

-36.89

-40.69

-46.11

  8.65

  2.25

  1.95

  3.80

  5.42

32.60

34.85

36.80

40.60

46.02

φ2～40mmの礫及び細～中砂主体
全体にシルト混入
φ45～60mm礫点在
含水少ない

盛

土

・

シ

ル

ト

質

砂

礫

褐

灰

中

位～

非

常

に

密

な

細～中砂主体
全体に粘土及びφ2～30mm礫混入
下部φ80mm程度の玉石点在
含水少ない

礫

混

り

粘

土

質

砂

暗

灰

中

位

φ2～30mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土分多く混入
φ35～60mm程度の礫が点在
含水少ない

粘

土

混

り

砂

礫

暗

青

灰

非

常

に

密

な

φ2～10mmの礫及び細～中砂主体
全体に粘土混入
団粒状の粘性土塊混入
含水少ない

粘

土

混

り

砂

礫

灰

非

常

に

密

な

花崗岩～花崗閃緑岩の風化帯
礫混りシルト質砂状を呈す

風

化

花

崗

岩

灰

非

常

に

密

な

27.15

27.36

28.15

28.43

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.45

35.02

35.04

36.05

36.08

37.05

37.06

38.03

38.05

39.03

39.05

40.02

40.04

41.02

41.04

42.02

42.03

43.02

43.03

44.02

44.03

45.01

45.02

46.01

46.02

18

16

9

13

15

16

8

9

60

2

60

3

60

1

60

2

60

2

60

2

60

2

60

1

60

1

60

1

60

1

60

1

39

24

7

19

17

18

7

10

3

1

20

8

8

22

19

19

9

7

60

21

60

28

24

30

54

30

51

30

53

30

24

30

26

30
60

2

60

3

60

1

60

2

60

2

60

2

60

2

60

1

60

1

60

1

60

1

60

1

86

64

24

54

51

53

24

26

900

600

1800

900

900

900

900

1800

1800

1800

1800

1800

6

24

6

29

6

30



孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・ 地  点

試験孔（測点）番号

測定深度(中心深度)

試  験  者  氏  名

試　験　年　月　日

自 　然　  水　 位

孔  内  水  位

タ ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ'(cm)

kN/㎡ kN/㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△Ｈ Ｈ ＰG ＰG -Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0

挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'

初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径

ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ

容  積  計  内  断  面  積

試 験 方 式

ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)

(cm)

(cm)

(cm)

(c㎡)

(kN/㎡)

中学校給食センター地質調査業務委託

No3

等分布荷重方式（１室型）

3.00

2021   7   5  

1.10

3.40

3.80

0.30

4.00

60.00

99.78

3.40

3.80 0.40 3.40 3.40 0.00 4.03

50.00 50.00 5.20 5.30 5.50 5.70 0.40 2.30 35.45 -14.55 17.94 4.15

100.00 100.00 6.20 6.30 6.40 6.50 0.20 3.10 45.00 -55.00 58.40 4.20

150.00 150.00 6.90 7.00 7.10 7.20 0.20 3.80 52.83 -97.17 100.57 4.24

200.00 200.00 7.30 7.40 7.50 7.50 0.10 4.10 55.66 -144.34 147.74 4.26

250.00 250.00 7.60 7.70 7.80 7.80 0.10 4.40 58.49 -191.51 194.91 4.28

300.00 300.00 7.90 8.00 8.10 8.10 0.10 4.70 61.16 -238.84 242.24 4.30

350.00 350.00 8.20 8.30 8.40 8.40 0.10 5.00 63.64 -286.36 289.76 4.32

400.00 400.00 8.50 8.60 8.70 8.70 0.10 5.30 66.12 -333.88 337.28 4.34

450.00 450.00 8.80 8.80 8.90 8.90 0.10 5.50 67.77 -382.23 385.63 4.35

500.00 500.00 9.00 9.00 9.10 9.10 0.10 5.70 69.42 -430.58 433.97 4.36

550.00 550.00 9.20 9.20 9.30 9.30 0.10 5.90 70.92 -479.08 482.48 4.37

600.00 600.00 9.40 9.40 9.50 9.50 0.10 6.10 72.32 -527.68 531.07 4.39

650.00 650.00 9.60 9.60 9.70 9.70 0.10 6.30 73.73 -576.27 579.66 4.40

700.00 700.00 9.80 9.80 9.90 9.90 0.10 6.50 75.14 -624.86 628.26 4.41

750.00 750.00 10.00 10.00 10.10 10.10 0.10 6.70 76.55 -673.45 676.85 4.42

800.00 800.00 10.20 10.20 10.30 10.30 0.10 6.90 77.96 -722.04 725.44 4.43

850.00 850.00 10.40 10.40 10.50 10.50 0.10 7.10 79.37 -770.63 774.03 4.45

900.00 900.00 10.60 10.70 10.70 10.80 0.10 7.40 81.18 -818.82 822.22 4.46

950.00 950.00 10.90 11.00 11.00 11.10 0.10 7.70 82.87 -867.13 870.53 4.48

1000.00 1000.00 11.20 11.30 11.30 11.40 0.10 8.00 84.55 -915.45 918.85 4.50

1050.00 1050.00 11.50 11.60 11.60 11.70 0.10 8.30 86.24 -963.76 967.16 4.52

1100.00 1100.00 11.80 11.90 11.90 12.00 0.10 8.60 87.92 -1012.08 1015.47 4.53

1150.00 1150.00 12.10 12.20 12.30 12.40 0.20 9.00 90.13 -1059.87 1063.26 4.56

1200.00 1200.00 12.50 12.60 12.70 12.80 0.20 9.40 91.93 -1108.07 1111.47 4.58

1250.00 1250.00 12.90 13.00 13.10 13.20 0.20 9.80 93.72 -1156.28 1159.67 4.60

1300.00 1300.00 13.30 13.40 13.50 13.70 0.30 10.30 95.96 -1204.04 1207.43 4.63

1350.00 1350.00 13.90 14.00 14.20 14.40 0.40 11.00 99.10 -1250.90 1254.29 4.67

1400.00 1400.00 14.60 14.70 14.90 15.10 0.40 11.70 101.72 -1298.28 1301.67 4.71

1450.00 1450.00 15.30 15.40 15.60 15.80 0.40 12.40 104.14 -1345.86 1349.26 4.75

1500.00 1500.00 16.00 16.10 16.30 16.60 0.50 13.20 106.90 -1393.10 1396.50 4.79

1550.00 1550.00 16.80 16.90 17.10 17.40 0.50 14.00 109.66 -1440.34 1443.74 4.84

1580.00 1600.00 17.60 17.70 18.00 18.40 0.70 15.00 112.20 -1467.80 1471.20 4.89

1630.00 1650.00 18.60 18.80 19.10 19.60 0.80 16.20 115.12 -1514.88 1518.27 4.96

1680.00 1700.00 19.80 20.00 20.40 20.90 0.90 17.50 118.29 -1561.71 1565.10 5.03

1730.00 1750.00 21.10 21.30 21.70 22.30 1.00 18.90 121.09 -1608.91 1612.30 5.10

1780.00 1800.00 22.60 22.90 23.30 24.10 1.20 20.70 123.91 -1656.09 1659.49 5.19

1820.00 1850.00 24.40 24.70 15.30 26.10 1.40 22.70 127.03 -1692.97 1696.36 5.29

1870.00 1900.00 26.50 26.90 27.50 28.50 1.60 25.10 130.52 -1739.48 1742.88 5.41

1920.00 1950.00 29.00 29.50 30.30 31.60 2.10 28.20 133.75 -1786.25 1789.65 5.56
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調 査 名 ・ 地 点 ：

試験孔（測点）番号：

測定深度（中心深度）：

試 験 者 氏 名 ：

試 験 年 月 日 ：

自 然 水 位 ：

孔 内 水 位 ：

【　備　　考　】

△Ｈ（ｃｍ）

半 径　ｒ（ｃｍ）

ｒ1 = 4.26 (cm) ｒ2 = 4.53 (cm)

中学校給食センター地質調査業務委託

No3

ＧＬ 3.00 ｍ

2021年7月5日

静止土圧　Ｐ０ 降伏圧　Ｐｙ 破壊圧　Ｐｌ 地盤係数　Ｋｍ 弾性係数　Ｅｍ 中間半径　ｒｍ

ｋN／㎡ ｋN／㎡ ｋN／㎡ MN／㎡MN／ｍ
3

ｃｍ

144.80 868.78 320.249 18.306 4.40

圧
　
力
　
　
Ｐ
ｅ
（

ｋ
N／

㎡
　
）

　図　　孔内水平載荷試験整理図　

Ｐ0

Ｐy'



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.1 P-9

(9.15～9.45m)

37.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

16.0

No.1 P-10

(10.15～10.45m)

37.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

16.6

No.1 P-11

(11.15～11.45m)

19

55.8

16.1

39.7

24.1

No.1 P-15

(15.15～15.45m)

37.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

16.8

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

細粒分含有率 Fc

kN/m2

％

MN/m2

％



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.1 P-9

(9.15～9.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

○

No.1 P-10

(10.15～10.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

◎

No.1 P-11

(11.15～11.45m)

55.8

16.1

39.7

●

No.1 P-15

(15.15～15.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

△

0 20 50 100 150 200
0
6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(  -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

●

三角座標

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

 
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

 
0

 50

 85

100

0

15

50

100

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 5日

No.1 P-9 (9.15～9.45m)

445

327.8

307.9

90.9

9.2

9.2

445

327.8

90.9

236.9

216.9

445

250.0

90.9

159.1

468

122.4

99.2

23.2

182.3

16.0

37.5

No.1 P-10 (10.15～10.45m)

478

296.9

280.0

99.1

9.3

9.3

478

296.9

99.1

197.8

181.0

478

226.0

99.1

126.9

450

115.2

91.2

24.0

150.9

16.6

37.5

No.1 P-11 (11.15～11.45m)

451

226.7

214.5

89.5

9.8

9.8

451

226.7

89.5

137.2

125.0

451

165.3

89.5

75.8

479

118.7

99.6

19.1

94.9

24.1

19



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 5日

No.1 P-15 (15.15～15.45m)

486

238.3

226.1

99.0

9.6

9.6

486

238.3

99.0

139.3

127.1

486

190.3

99.0

91.3

480

113.1

98.6

14.5

105.8

16.8

37.5



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 11日

No.1 P-9 (9.15～9.45m)

3 31.7

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.1 P-10 (10.15～10.45m)

2 32.8

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.1 P-11 (11.15～11.45m)

32 53.2

26 55.1

21 58.2

13 62.2

16.4

16.0

16.0

55.8

16.1

39.7

No.1 P-15 (15.15～15.45m)

3 33.6

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

40

48

56

64

72

55.8 %

If =  23.3

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.2 P-14

(14.15～14.45m)

26.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

16.2

No.2 P-16

(16.15～16.45m)

19

49.2

18.0

31.2

23.0

No.2 P-21

(21.15～21.45m)

19

57.1

18.0

39.1

30.2

No.2 P-27

(27.15～27.45m)

26.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

17.4

No.2 P-29

(29.15～29.45m)

19

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

7.1

No.2 P-30

(30.15～30.45m)

26.5

32.6

18.9

13.7

33.8

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

細粒分含有率 Fc

kN/m2

％

MN/m2

％



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.2 P-31

(31.15～31.45m)

19

32.0

17.6

14.4

24.8

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

細粒分含有率 Fc

kN/m2

％

MN/m2

％



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.2 P-14

(14.15～14.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

○

No.2 P-16

(16.15～16.45m)

49.2

18.0

31.2

◎

No.2 P-21

(21.15～21.45m)

57.1

18.0

39.1

●

No.2 P-27

(27.15～27.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

△

No.2 P-29

(29.15～29.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

▲

No.2 P-30

(30.15～30.45m)

32.6

18.9

13.7

□

0 20 50 100 150 200
0
6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(  -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

◎

●

□

三角座標

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

 
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

 
0

 50

 85

100

0

15

50

100

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.2 P-31

(31.15～31.45m)

32.0

17.6

14.4

○

0 20 50 100 150 200
0
6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(  -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

○

三角座標

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

 
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

 
0

 50

 85

100

0

15

50

100

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 6日

No.2 P-14 (14.15～14.45m)

421

308.7

295.5

91.3

6.5

6.5

421

308.7

91.3

217.4

204.1

421

237.5

91.3

146.2

489

124.0

99.1

24.9

171.1

16.2

26.5

No.2 P-16 (16.15～16.45m)

420

241.4

230.0

91.0

8.2

8.2

420

241.4

91.0

150.4

139.0

420

178.2

91.0

87.2

486

118.8

99.0

19.8

107.0

23.0

19

No.2 P-21 (21.15～21.45m)

460

222.9

215.2

99.1

6.6

6.6

460

222.9

99.1

123.8

116.1

460

165.7

99.1

66.6

480

113.0

98.6

14.4

81.0

30.2

19



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 6日

No.2 P-27 (27.15～27.45m)

631

320.5

312.0

88.3

3.8

3.8

631

320.5

88.3

232.2

223.7

631

250.3

88.3

162.0

451

112.3

89.5

22.8

184.8

17.4

26.5

No.2 P-29 (29.15～29.45m)

205

25.29

23.98

9.00

8.7

84

28.05

26.56

9.82

8.9

8.8

467

168.5

99.1

69.4

63.8

467

139.2

99.1

40.1

332

117.6

98.4

19.2

59.3

7.1

19

No.2 P-30 (30.15～30.45m)

344

317.4

287.0

99.7

16.2

16.2

344

317.4

99.7

217.7

187.3

344

189.5

99.7

89.8

479

133.8

99.6

34.2

124.0

33.8

26.5



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 6日

No.2 P-31 (31.15～31.45m)

498

267.3

251.1

98.7

10.6

10.6

498

267.3

98.7

168.6

152.4

498

187.1

98.7

88.4

478

125.3

99.1

26.2

114.6

24.8

19



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 17日

No.2 P-14 (14.15～14.45m)

5 31.7

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.2 P-16 (16.15～16.45m)

35 47.0

29 48.2

21 50.4

14 52.8

18.3

17.7

18.1

49.2

18.0

31.2

No.2 P-21 (21.15～21.45m)

34 52.8

30 55.1

21 59.5

16 62.5

18.3

17.9

17.7

57.1

18.0

39.1

No.2 P-27 (27.15～27.45m)

7 34.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

42

46

50

54

58

49.2 %

If =  14.7

44

52

60

68

76

57.1 %

If =  29.1

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 18日

No.2 P-29 (29.15～29.45m)

1 27.8

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.2 P-30 (30.15～30.45m)

35 31.2

29 31.9

22 33.2

15 34.7

18.9

18.7

19.2

32.6

18.9

13.7

No.2 P-31 (31.15～31.45m)

33 30.4

28 31.4

24 32.3

13 35.6

17.9

17.2

17.6

32.0

17.6

14.4

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

24

28

32

36

40

32.6 %

If =  9.6

24

28

32

36

40

32.0 %

If =  12.8



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.3 P-19

(19.15～19.45m)

37.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

17.6

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

細粒分含有率 Fc

kN/m2

％

MN/m2

％



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.3 P-19

(19.15～19.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

○

0 20 50 100 150 200
0
6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(  -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

三角座標

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

 
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

 
0

 50

 85

100

0

15

50

100

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 6日

No.3 P-19 (19.15～19.45m)

491

310.8

297.7

98.8

6.6

6.6

491

310.8

98.8

212.0

198.9

491

244.6

98.8

145.8

450

109.2

91.2

18.0

163.8

17.6

37.5



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 18日

No.3 P-19 (19.15～19.45m)

3 32.6

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.4 P-9

(9.15～9.45m)

26.5

45.5

19.3

26.2

25.3

No.4 P-10

(10.15～10.45m)

19

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

19.9

No.4 P-11

(11.15～11.45m)

19

62.9

20.7

42.2

35.5

No.4 P-12

(12.15～12.45m)

19

39.1

20.0

19.1

20.7

No.4 P-20

(20.15～20.45m)

26.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

17.0

No.4 P-23

(23.15～23.45m)

19

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

21.4

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

細粒分含有率 Fc

kN/m2

％

MN/m2

％



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.4 P-9

(9.15～9.45m)

45.5

19.3

26.2

○

No.4 P-10

(10.15～10.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

◎

No.4 P-11

(11.15～11.45m)

62.9

20.7

42.2

●

No.4 P-12

(12.15～12.45m)

39.1

20.0

19.1

△

No.4 P-20

(20.15～20.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

▲

No.4 P-23

(23.15～23.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

□
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数

I
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礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 10日

No.4 P-9 (9.15～9.45m)

467

238.2

225.5

99.1

10.0

10.0

467

238.2

99.1

139.1

126.5

467

170.0

99.1

70.9

460

122.7

99.1

23.6

94.5

25.3

26.5

No.4 P-10 (10.15～10.45m)

416

231.8

218.1

91.4

10.8

10.8

416

231.8

91.4

140.4

126.7

416

172.6

91.4

81.2

480

118.9

98.6

20.3

101.5

19.9

19

No.4 P-11 (11.15～11.45m)

469

254.0

234.5

99.4

14.4

14.4

469

254.0

99.4

154.6

135.1

469

160.5

99.4

61.1

420

117.0

91.0

26.0

87.1

35.5

19



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 10日

No.4 P-12 (12.15～12.45m)

453

239.2

226.2

90.9

9.6

9.6

453

239.2

90.9

148.3

135.3

453

175.4

90.9

84.5

486

121.8

99.0

22.8

107.3

20.7

19

No.4 P-20 (20.15～20.45m)

474

271.6

256.7

98.8

9.4

9.4

474

271.6

98.8

172.8

158.0

474

209.2

98.8

110.4

421

112.1

91.3

20.8

131.2

17.0

26.5

No.4 P-23 (23.15～23.45m)

229

221.0

211.6

99.2

8.4

8.4

229

221.0

99.2

121.8

112.4

229

173.3

99.2

74.1

489

113.3

99.1

14.2

88.3

21.4

19



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 19日

No.4 P-9 (9.15～9.45m)

33 43.6

28 44.9

23 45.9

16 48.5

19.5

19.5

19.0

45.5

19.3

26.2

No.4 P-10 (10.15～10.45m)

3 33.0

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.4 P-11 (11.15～11.45m)

33 60.0

28 61.7

23 64.1

14 68.3

20.4

20.5

21.1

62.9

20.7

42.2

No.4 P-12 (12.15～12.45m)

35 36.3

30 37.6

22 40.6

16 42.5

19.9

20.2

20.0

39.1

20.0

19.1

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

38

42

46

50

54

45.5 %

If =  15.3

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

44

52

60

68

76

62.9 %

If =  22.2

32

36

40

44

48

39.1 %

If =  18.6



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 19日

No.4 P-20 (20.15～20.45m)

4 33.1

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.4 P-23 (23.15～23.45m)

6 34.8

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.5 P-10

(10.15～10.45m)

37.5

36.4

19.8

16.6

19.5

No.5 P-11

(11.15～11.45m)

37.5

46.5

17.9

28.6

25.9

No.5 P-12

(12.15～12.45m)

19

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

16.9

No.5 P-16

(16.15～16.45m)

26.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

18.2

No.5 P-19

(19.15～19.45m)

19

45.6

16.6

29.0

26.7

No.5 P-29

(29.15～29.45m)

26.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

15.2

一軸圧縮強さ qu

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

鋭 敏 比 St

細粒分含有率 Fc

kN/m2

％

MN/m2

％



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 23日

No.5 P-10

(10.15～10.45m)

36.4

19.8

16.6

○

No.5 P-11

(11.15～11.45m)

46.5

17.9

28.6

◎

No.5 P-12

(12.15～12.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

●

No.5 P-16

(16.15～16.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

△

No.5 P-19

(19.15～19.45m)

45.6

16.6

29.0

▲

No.5 P-29

(29.15～29.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

□

0 20 50 100 150 200
0
6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(  -20)

B線:  =50

I p L

L

w

w

○

◎▲

三角座標

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

 
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

 
0

 50

 85

100

0

15

50

100

 
0

 
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

 
0 

5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 11日

No.5 P-10 (10.15～10.45m)

458

269.5

252.8

98.3

10.8

10.8

458

269.5

98.3

171.2

154.5

458

189.4

98.3

91.1

421

124.6

91.3

33.3

124.4

19.5

37.5

No.5 P-11 (11.15～11.45m)

434

284.5

265.9

89.5

10.5

10.5

434

284.5

89.5

195.0

176.5

434

190.7

89.5

101.2

453

120.4

90.9

29.5

130.7

25.9

37.5

No.5 P-12 (12.15～12.45m)

437

203.2

191.7

89.1

11.2

11.2

437

203.2

89.1

114.1

102.6

437

151.9

89.1

62.8

486

121.5

99.0

22.5

85.3

16.9

19



J I S A 1 2 2 3 土 の 細 粒 分 含 有 率 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 (深  さ )

含

水

比

試

料

の

炉

乾

燥

質

量

ふ

る

い

残

留

分

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

容 器 No.

（試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

試 料 の 質 量 m g

試料の炉乾燥質量 m s g

ふ る い

容 器 No.

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉乾燥試料質量 g

組ふるいに残留した

炉 乾 燥 質 量
m Os g

425μm 75μm 425μm 75μm 425μm 75μm

細 粒 分 含 有 率 F c ％

試 料 の 最 大 粒 径 mm

特記事項
m s ＝

m

1＋w /100

F c ＝
m s－m 0s

m s
×100

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 11日

No.5 P-16 (16.15～16.45m)

492

278.0

264.4

99.2

8.2

8.2

492

278.0

99.2

178.8

165.2

492

218.0

99.2

118.8

469

115.8

99.4

16.4

135.2

18.2

26.5

No.5 P-19 (19.15～19.45m)

272

290.1

270.5

99.8

11.5

11.5

272

290.1

99.8

190.3

170.7

272

203.9

99.8

104.1

420

112.0

91.0

21.0

125.1

26.7

19

No.5 P-29 (29.15～29.45m)

344

285.9

272.4

99.7

7.8

7.8

344

285.9

99.7

186.2

172.7

344

229.3

99.7

129.6

416

108.2

91.4

16.8

146.4

15.2

26.5



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 20日

No.5 P-10 (10.15～10.45m)

32 34.5

27 35.7

23 37.1

16 40.0

20.0

19.4

20.1

36.4

19.8

16.6

No.5 P-11 (11.15～11.45m)

34 43.9

29 45.1

22 47.9

17 49.7

17.4

18.1

18.2

46.5

17.9

28.6

No.5 P-12 (12.15～12.45m)

3 32.1

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

No.5 P-16 (16.15～16.45m)

5 33.5

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

30

34

38

42

46

36.4 %

If =  18.4

40

44

48

52

56

46.5 %

If =  19.8

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）J I S A 1 2 0 5

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

中学校給食センター地質調査業務委託 令和 3年 8月 20日

No.5 P-19 (19.15～19.45m)

33 44.1

28 44.8

20 47.2

12 49.7

16.3

16.9

16.5

45.6

16.6

29.0

No.5 P-29 (29.15～29.45m)

2 33.6

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

38

42

46

50

54

45.6 %

If =  13.1

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能



液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 1.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

19.80 B 20.00 1.30 B 16 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

32.35 Og * 20.00 2.30 B 40 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

38.04 Gr * 20.00 3.30 B 52 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 52 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 23 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 22 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 21 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 22 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 24 186.00 183.00 16 17.7 24.9 0.454 0.087 5.22 ○

10.30 B 20 206.00 193.00 16.6 14.4 21.7 0.280 0.090 3.11 ○

11.30 B 21 226.00 203.00 24.1 39.7 14.7 23.1 0.329 0.092 3.58 ○

12.28 B 60 245.60 212.80 16.8 41.2 48.6 0.600 0.094 6.38 ○

13.30 B 52 266.00 223.00 16.8 34.8 42.2 0.600 0.095 6.32 ○

14.30 B 36 286.00 233.00 16.8 23.6 31.0 0.600 0.096 6.25 ○

15.30 B 25 306.00 243.00 16.8 16.1 23.5 0.346 0.097 3.57 ○

16.30 B 34 326.00 253.00 16.8 21.4 28.8 0.600 0.097 6.19 ○

17.30 B 33 346.00 263.00 16.8 20.4 27.8 0.600 0.097 6.19 ○

18.30 B 34 366.00 273.00 16.8 20.6 28.0 0.600 0.097 6.19 ○

19.30 B 35 386.00 283.00 16.8 20.8 28.2 0.600 0.096 6.25 ○

20.30 Og 59 406.00 293.00 － － － － － ○ 判定対象外

21.29 Og 60 425.80 302.90 － － － － － ○ 判定対象外

22.28 Og 60 445.60 312.80 － － － － － ○ 判定対象外

9.00

10.00

7.5

1.5

盛土･表土

崖錐

粘性土

砂質土

礫質土

岩盤

PL＝∫(1－FL)(10－0.5ｘ)ｄｘ

（x=0～20)

液状化指数 PL=0.00

γw (kN/m
3
)

マグニチュード

Ｍ=

地表面設計水平加速度

αmax (m/s
2
)

着色凡例

上記の地層記号に"*"が付
くものは、判定対象外
（粘性土層などの非液状
化層）と判断する土層で
あることを示す。

地下水位

GL- (m)

水の単位重量

Ip
粘土
分含
有率

Ｎ１ Ｎa
液状化簡易判定

備考地層

単位
重量

(kN/m
3
)

計算
深度
(GL-m)

地層 Ｎ値
σz

(kN/m2)

σ'z

(kN/m2)

Fc
(%)
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 2.0  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

19.80 B 20.00 1.30 B 16 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

32.35 Og * 20.00 2.30 B 40 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

38.04 Gr * 20.00 3.30 B 52 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 52 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 23 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 22 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 21 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 22 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 24 186.00 183.00 16 17.7 24.9 0.454 0.116 3.91 ○

10.30 B 20 206.00 193.00 16.6 14.4 21.7 0.280 0.120 2.33 ○

11.30 B 21 226.00 203.00 24.1 39.7 14.7 23.1 0.329 0.123 2.67 ○

12.28 B 60 245.60 212.80 16.8 41.2 48.6 0.600 0.125 4.80 ○

13.30 B 52 266.00 223.00 16.8 34.8 42.2 0.600 0.127 4.72 ○

14.30 B 36 286.00 233.00 16.8 23.6 31.0 0.600 0.128 4.69 ○

15.30 B 25 306.00 243.00 16.8 16.1 23.5 0.346 0.129 2.68 ○

16.30 B 34 326.00 253.00 16.8 21.4 28.8 0.600 0.129 4.65 ○

17.30 B 33 346.00 263.00 16.8 20.4 27.8 0.600 0.129 4.65 ○

18.30 B 34 366.00 273.00 16.8 20.6 28.0 0.600 0.129 4.65 ○

19.30 B 35 386.00 283.00 16.8 20.8 28.2 0.600 0.129 4.65 ○

20.30 Og 59 406.00 293.00 － － － － － ○ 判定対象外

21.29 Og 60 425.80 302.90 － － － － － ○ 判定対象外

22.28 Og 60 445.60 312.80 － － － － － ○ 判定対象外

9.00

10.00

7.5

2.0

盛土･表土

崖錐

粘性土

砂質土

礫質土

岩盤

PL＝∫(1－FL)(10－0.5ｘ)ｄｘ

（x=0～20)

液状化指数 PL=0.00

γw (kN/m
3
)

マグニチュード

Ｍ=

地表面設計水平加速度

αmax (m/s
2
)

着色凡例

上記の地層記号に"*"が付
くものは、判定対象外
（粘性土層などの非液状
化層）と判断する土層で
あることを示す。

地下水位

GL- (m)

水の単位重量

Ip
粘土
分含
有率

Ｎ１ Ｎa
液状化簡易判定

備考地層

単位
重量

(kN/m
3
)

計算
深度
(GL-m)

地層 Ｎ値
σz

(kN/m2)

σ'z

(kN/m2)

Fc
(%)

中学校給食センター地質調査業務委託

No.1

0 10 20 30 40 50 60

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 1 2

深
度

液状化抵抗率 （ＦＬ）

FL

Ｎ値

水位

Ｎ値



液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 3.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

19.80 B 20.00 1.30 B 16 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

32.35 Og * 20.00 2.30 B 40 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

38.04 Gr * 20.00 3.30 B 52 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 52 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 23 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 22 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 21 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 22 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 24 186.00 183.00 16 17.7 24.9 0.454 0.203 2.24 ○

10.30 B 20 206.00 193.00 16.6 14.4 21.7 0.280 0.209 1.34 ○

11.30 B 21 226.00 203.00 24.1 39.7 14.7 23.1 0.329 0.215 1.53 ○

12.28 B 60 245.60 212.80 16.8 41.2 48.6 0.600 0.219 2.74 ○

13.30 B 52 266.00 223.00 16.8 34.8 42.2 0.600 0.222 2.70 ○

14.30 B 36 286.00 233.00 16.8 23.6 31.0 0.600 0.224 2.68 ○

15.30 B 25 306.00 243.00 16.8 16.1 23.5 0.346 0.225 1.54 ○

16.30 B 34 326.00 253.00 16.8 21.4 28.8 0.600 0.226 2.65 ○

17.30 B 33 346.00 263.00 16.8 20.4 27.8 0.600 0.226 2.65 ○

18.30 B 34 366.00 273.00 16.8 20.6 28.0 0.600 0.226 2.65 ○

19.30 B 35 386.00 283.00 16.8 20.8 28.2 0.600 0.225 2.67 ○

20.30 Og 59 406.00 293.00 － － － － － ○ 判定対象外

21.29 Og 60 425.80 302.90 － － － － － ○ 判定対象外

22.28 Og 60 445.60 312.80 － － － － － ○ 判定対象外

9.00

10.00

7.5

3.5

盛土･表土

崖錐

粘性土

砂質土

礫質土

岩盤

PL＝∫(1－FL)(10－0.5ｘ)ｄｘ

（x=0～20)

水の単位重量

マグニチュード

Ｍ=

単位
重量

(kN/m
3
)

着色凡例

γw (kN/m
3
)

地表面設計水平加速度

αmax (m/s
2
)

σz

(kN/m2)

液状化指数 PL=0.00

Ｎ１ Ｎa
液状化簡易判定

備考
σ'z

(kN/m2)

Fc
(%)

Ip
粘土
分含
有率

GL- (m)

上記の地層記号に"*"が付
くものは、判定対象外
（粘性土層などの非液状
化層）と判断する土層で
あることを示す。

地下水位

地層
計算
深度
(GL-m)

地層 Ｎ値
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 1.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

31.90 B 20.00 1.30 B 36 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

40.21 Og * 20.00 2.30 B 17 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 18 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 15 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 21 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.28 B 60 125.60 125.60 － － － － － ○ 判定対象外

7.22 B 60 144.40 144.40 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 56 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.28 B 60 185.60 182.80 16.2 44.4 51.6 0.600 0.087 6.90 ○

10.30 B 30 206.00 193.00 16.2 21.6 28.8 0.600 0.090 6.67 ○

11.30 B 46 226.00 203.00 16.2 32.3 39.5 0.600 0.092 6.52 ○

12.30 B 53 246.00 213.00 16.2 36.3 43.5 0.600 0.094 6.38 ○

13.30 B 57 266.00 223.00 16.2 38.2 45.4 0.600 0.095 6.32 ○

14.30 B 26 286.00 233.00 16.2 17 24.2 0.384 0.096 4.00 ○

15.30 B 32 306.00 243.00 16.2 20.5 27.7 0.600 0.097 6.19 ○

16.30 B 25 326.00 253.00 23 31.2 15.7 24.0 0.368 0.097 3.79 ○

17.30 B 32 346.00 263.00 23 19.7 28.0 0.600 0.097 6.19 ○

18.30 B 42 366.00 273.00 23 25.4 33.7 0.600 0.097 6.19 ○

19.30 B 39 386.00 283.00 23 23.2 31.5 0.600 0.096 6.25 ○

20.30 B 46 406.00 293.00 23 26.9 35.2 0.600 0.096 6.25 ○

21.30 B 24 426.00 303.00 30.2 39.1 13.8 22.8 0.319 0.095 3.36 ○

22.30 B 32 446.00 313.00 17.4 18.1 25.6 0.546 0.094 5.81 ○

9.00 23.30 B 38 466.00 323.00 17.4 21.1 28.6 0.600 0.093 6.45 ○

24.30 B 30 486.00 333.00 17.4 16.4 23.9 0.361 0.092 3.92 ○

10.00 25.30 B 53 506.00 343.00 17.4 28.6 36.1 0.600 0.091 6.59 ○

26.30 B 32 526.00 353.00 17.4 17 24.5 0.412 0.090 4.58 ○

7.5 27.30 B 25 546.00 363.00 17.4 13.1 20.6 0.254 0.088 2.89 ○

28.30 B 32 566.00 373.00 7.1 16.6 19.1 0.225 0.087 2.59 ○

1.5 29.30 B 26 586.00 383.00 7.1 13.3 15.8 0.177 0.085 2.08 ○

30.30 B 11 606.00 393.00 33.8 13.7 5.5 14.9 0.169 0.084 2.01 ○

31.30 B 16 626.00 403.00 24.8 14.4 8 16.5 0.185 0.082 2.26 ○

32.17 Og 60 643.40 411.70 － － － － － ○ 判定対象外

33.26 Og 60 665.20 422.60 － － － － － ○ 判定対象外

34.23 Og 60 684.60 432.30 － － － － － ○ 判定対象外

盛土･表土
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粘性土

砂質土

礫質土

岩盤

PL＝∫(1－FL)(10－0.5ｘ)ｄｘ

（x=0～20)

液状化指数 PL=0.00

γw (kN/m
3
)

マグニチュード

Ｍ=

地表面設計水平加速度

αmax (m/s
2
)

着色凡例

上記の地層記号に"*"が付
くものは、判定対象外
（粘性土層などの非液状
化層）と判断する土層で
あることを示す。

地下水位

GL- (m)

水の単位重量

Ip
粘土
分含
有率

Ｎ１ Ｎa
液状化簡易判定

備考地層

単位
重量

(kN/m
3
)

計算
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地層 Ｎ値
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(%)
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 2.0  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

31.90 B 20.00 1.30 B 36 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

40.21 Og * 20.00 2.30 B 17 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 18 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 15 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 21 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.28 B 60 125.60 125.60 － － － － － ○ 判定対象外

7.22 B 60 144.40 144.40 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 56 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.28 B 60 185.60 182.80 16.2 44.4 51.6 0.600 0.116 5.17 ○

10.30 B 30 206.00 193.00 16.2 21.6 28.8 0.600 0.120 5.00 ○

11.30 B 46 226.00 203.00 16.2 32.3 39.5 0.600 0.123 4.88 ○

12.30 B 53 246.00 213.00 16.2 36.3 43.5 0.600 0.125 4.80 ○

13.30 B 57 266.00 223.00 16.2 38.2 45.4 0.600 0.127 4.72 ○

14.30 B 26 286.00 233.00 16.2 17 24.2 0.384 0.128 3.00 ○

15.30 B 32 306.00 243.00 16.2 20.5 27.7 0.600 0.129 4.65 ○

16.30 B 25 326.00 253.00 23 31.2 15.7 24.0 0.368 0.129 2.85 ○

17.30 B 32 346.00 263.00 23 19.7 28.0 0.600 0.129 4.65 ○

18.30 B 42 366.00 273.00 23 25.4 33.7 0.600 0.129 4.65 ○

19.30 B 39 386.00 283.00 23 23.2 31.5 0.600 0.129 4.65 ○

20.30 B 46 406.00 293.00 23 26.9 35.2 0.600 0.128 4.69 ○

21.30 B 24 426.00 303.00 30.2 39.1 13.8 22.8 0.319 0.127 2.51 ○

22.30 B 32 446.00 313.00 17.4 18.1 25.6 0.546 0.126 4.33 ○

9.00 23.30 B 38 466.00 323.00 17.4 21.1 28.6 0.600 0.124 4.84 ○

24.30 B 30 486.00 333.00 17.4 16.4 23.9 0.361 0.123 2.93 ○

10.00 25.30 B 53 506.00 343.00 17.4 28.6 36.1 0.600 0.121 4.96 ○

26.30 B 32 526.00 353.00 17.4 17 24.5 0.412 0.120 3.43 ○

7.5 27.30 B 25 546.00 363.00 17.4 13.1 20.6 0.254 0.118 2.15 ○

28.30 B 32 566.00 373.00 7.1 16.6 19.1 0.225 0.116 1.94 ○

2.0 29.30 B 26 586.00 383.00 7.1 13.3 15.8 0.177 0.114 1.55 ○

30.30 B 11 606.00 393.00 33.8 13.7 5.5 14.9 0.169 0.112 1.51 ○

31.30 B 16 626.00 403.00 24.8 14.4 8 16.5 0.185 0.109 1.70 ○

32.17 Og 60 643.40 411.70 － － － － － ○ 判定対象外

33.26 Og 60 665.20 422.60 － － － － － ○ 判定対象外

34.23 Og 60 684.60 432.30 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 3.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

31.90 B 20.00 1.30 B 36 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

40.21 Og * 20.00 2.30 B 17 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 18 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 15 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 21 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.28 B 60 125.60 125.60 － － － － － ○ 判定対象外

7.22 B 60 144.40 144.40 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 56 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.28 B 60 185.60 182.80 16.2 44.4 51.6 0.600 0.203 2.96 ○

10.30 B 30 206.00 193.00 16.2 21.6 28.8 0.600 0.209 2.87 ○

11.30 B 46 226.00 203.00 16.2 32.3 39.5 0.600 0.215 2.79 ○

12.30 B 53 246.00 213.00 16.2 36.3 43.5 0.600 0.219 2.74 ○

13.30 B 57 266.00 223.00 16.2 38.2 45.4 0.600 0.222 2.70 ○

14.30 B 26 286.00 233.00 16.2 17 24.2 0.384 0.224 1.71 ○

15.30 B 32 306.00 243.00 16.2 20.5 27.7 0.600 0.225 2.67 ○

16.30 B 25 326.00 253.00 23 31.2 15.7 24.0 0.368 0.226 1.63 ○

17.30 B 32 346.00 263.00 23 19.7 28.0 0.600 0.226 2.65 ○

18.30 B 42 366.00 273.00 23 25.4 33.7 0.600 0.226 2.65 ○

19.30 B 39 386.00 283.00 23 23.2 31.5 0.600 0.225 2.67 ○

20.30 B 46 406.00 293.00 23 26.9 35.2 0.600 0.224 2.68 ○

21.30 B 24 426.00 303.00 30.2 39.1 13.8 22.8 0.319 0.222 1.44 ○

22.30 B 32 446.00 313.00 17.4 18.1 25.6 0.546 0.220 2.48 ○

9.00 23.30 B 38 466.00 323.00 17.4 21.1 28.6 0.600 0.218 2.75 ○

24.30 B 30 486.00 333.00 17.4 16.4 23.9 0.361 0.215 1.68 ○

10.00 25.30 B 53 506.00 343.00 17.4 28.6 36.1 0.600 0.212 2.83 ○

26.30 B 32 526.00 353.00 17.4 17 24.5 0.412 0.209 1.97 ○

7.5 27.30 B 25 546.00 363.00 17.4 13.1 20.6 0.254 0.206 1.23 ○

28.30 B 32 566.00 373.00 7.1 16.6 19.1 0.225 0.203 1.11 ○

3.5 29.30 B 26 586.00 383.00 7.1 13.3 15.8 0.177 0.199 0.89 ×

30.30 B 11 606.00 393.00 33.8 13.7 5.5 14.9 0.169 0.195 0.87 ×

31.30 B 16 626.00 403.00 24.8 14.4 8 16.5 0.185 0.191 0.97 ×

32.17 Og 60 643.40 411.70 － － － － － ○ 判定対象外

33.26 Og 60 665.20 422.60 － － － － － ○ 判定対象外

34.23 Og 60 684.60 432.30 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 1.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

25.10 B 20.00 1.30 B 22 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

31.50 Og * 20.00 2.30 B 23 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 19 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 25 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 35 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 34 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 37 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 31 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 35 186.00 183.00 17.6 25.9 33.4 0.600 0.087 6.90 ○

10.30 B 36 206.00 193.00 17.6 25.9 33.4 0.600 0.090 6.67 ○

11.30 B 51 226.00 203.00 17.6 35.8 43.3 0.600 0.092 6.52 ○

12.30 B 44 246.00 213.00 17.6 30.1 37.6 0.600 0.094 6.38 ○

13.30 B 40 266.00 223.00 17.6 26.8 34.3 0.600 0.095 6.32 ○

14.30 B 35 286.00 233.00 17.6 22.9 30.4 0.600 0.096 6.25 ○

15.30 B 30 306.00 243.00 17.6 19.3 26.8 0.600 0.097 6.19 ○

16.30 B 34 326.00 253.00 17.6 21.4 28.9 0.600 0.097 6.19 ○

17.30 B 36 346.00 263.00 17.6 22.2 29.7 0.600 0.097 6.19 ○

18.30 B 33 366.00 273.00 17.6 20 27.5 0.600 0.097 6.19 ○

19.30 B 27 386.00 283.00 17.6 16 23.5 0.346 0.096 3.60 ○

20.30 B 32 406.00 293.00 17.6 18.7 26.2 0.600 0.096 6.25 ○

21.12 B 60 422.40 301.20 17.6 34.6 42.1 0.600 0.095 6.32 ○

22.30 B 50 446.00 313.00 17.6 28.3 35.8 0.600 0.094 6.38 ○

9.00 23.30 B 36 466.00 323.00 17.6 20 27.5 0.600 0.093 6.45 ○

24.30 B 43 486.00 333.00 17.6 23.6 31.1 0.600 0.092 6.52 ○

10.00 25.30 Og 56 506.00 343.00 － － － － － ○ 判定対象外

26.27 Og 60 525.40 352.70 － － － － － ○ 判定対象外

7.5 27.29 Og 60 545.80 362.90 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 2.0  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

25.10 B 20.00 1.30 B 22 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

31.50 Og * 20.00 2.30 B 23 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 19 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 25 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 35 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 34 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 37 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 31 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 35 186.00 183.00 17.6 25.9 33.4 0.600 0.116 5.17 ○

10.30 B 36 206.00 193.00 17.6 25.9 33.4 0.600 0.120 5.00 ○

11.30 B 51 226.00 203.00 17.6 35.8 43.3 0.600 0.123 4.88 ○

12.30 B 44 246.00 213.00 17.6 30.1 37.6 0.600 0.125 4.80 ○

13.30 B 40 266.00 223.00 17.6 26.8 34.3 0.600 0.127 4.72 ○

14.30 B 35 286.00 233.00 17.6 22.9 30.4 0.600 0.128 4.69 ○

15.30 B 30 306.00 243.00 17.6 19.3 26.8 0.600 0.129 4.65 ○

16.30 B 34 326.00 253.00 17.6 21.4 28.9 0.600 0.129 4.65 ○

17.30 B 36 346.00 263.00 17.6 22.2 29.7 0.600 0.129 4.65 ○

18.30 B 33 366.00 273.00 17.6 20 27.5 0.600 0.129 4.65 ○

19.30 B 27 386.00 283.00 17.6 16 23.5 0.346 0.129 2.68 ○

20.30 B 32 406.00 293.00 17.6 18.7 26.2 0.600 0.128 4.69 ○

21.12 B 60 422.40 301.20 17.6 34.6 42.1 0.600 0.127 4.72 ○

22.30 B 50 446.00 313.00 17.6 28.3 35.8 0.600 0.126 4.76 ○

9.00 23.30 B 36 466.00 323.00 17.6 20 27.5 0.600 0.124 4.84 ○

24.30 B 43 486.00 333.00 17.6 23.6 31.1 0.600 0.123 4.88 ○

10.00 25.30 Og 56 506.00 343.00 － － － － － ○ 判定対象外

26.27 Og 60 525.40 352.70 － － － － － ○ 判定対象外

7.5 27.29 Og 60 545.80 362.90 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 3.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

25.10 B 20.00 1.30 B 22 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

31.50 Og * 20.00 2.30 B 23 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 19 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 25 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 35 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 34 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 37 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 31 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 35 186.00 183.00 17.6 25.9 33.4 0.600 0.203 2.96 ○

10.30 B 36 206.00 193.00 17.6 25.9 33.4 0.600 0.209 2.87 ○

11.30 B 51 226.00 203.00 17.6 35.8 43.3 0.600 0.215 2.79 ○

12.30 B 44 246.00 213.00 17.6 30.1 37.6 0.600 0.219 2.74 ○

13.30 B 40 266.00 223.00 17.6 26.8 34.3 0.600 0.222 2.70 ○

14.30 B 35 286.00 233.00 17.6 22.9 30.4 0.600 0.224 2.68 ○

15.30 B 30 306.00 243.00 17.6 19.3 26.8 0.600 0.225 2.67 ○

16.30 B 34 326.00 253.00 17.6 21.4 28.9 0.600 0.226 2.65 ○

17.30 B 36 346.00 263.00 17.6 22.2 29.7 0.600 0.226 2.65 ○

18.30 B 33 366.00 273.00 17.6 20 27.5 0.600 0.226 2.65 ○

19.30 B 27 386.00 283.00 17.6 16 23.5 0.346 0.225 1.54 ○

20.30 B 32 406.00 293.00 17.6 18.7 26.2 0.600 0.224 2.68 ○

21.12 B 60 422.40 301.20 17.6 34.6 42.1 0.600 0.222 2.70 ○

22.30 B 50 446.00 313.00 17.6 28.3 35.8 0.600 0.220 2.73 ○

9.00 23.30 B 36 466.00 323.00 17.6 20 27.5 0.600 0.218 2.75 ○

24.30 B 43 486.00 333.00 17.6 23.6 31.1 0.600 0.215 2.79 ○

10.00 25.30 Og 56 506.00 343.00 － － － － － ○ 判定対象外

26.27 Og 60 525.40 352.70 － － － － － ○ 判定対象外

7.5 27.29 Og 60 545.80 362.90 － － － － － ○ 判定対象外
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（粘性土層などの非液状
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 1.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

23.90 B 20.00 1.30 B 41 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

30.34 Og * 20.00 2.30 B 54 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 21 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 22 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 52 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 42 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.25 B 60 145.00 145.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.18 B 60 163.60 163.60 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 20 186.00 183.00 25.3 26.2 14.8 23.3 0.338 0.087 3.89 ○

10.30 B 21 206.00 193.00 19.9 15.1 23.1 0.329 0.090 3.66 ○

11.30 B 26 226.00 203.00 35.5 42.2 － － － － － ○ 判定対象外

12.30 B 27 246.00 213.00 20.7 19.1 18.5 26.6 0.600 0.094 6.38 ○

13.07 B 60 261.40 220.70 17 40.4 47.8 0.600 0.095 6.32 ○

14.30 B 35 286.00 233.00 17 22.9 30.3 0.600 0.096 6.25 ○

15.30 B 37 306.00 243.00 17 23.8 31.2 0.600 0.097 6.19 ○

16.30 B 56 326.00 253.00 17 35.2 42.6 0.600 0.097 6.19 ○

17.30 B 51 346.00 263.00 17 31.5 38.9 0.600 0.097 6.19 ○

18.30 B 57 366.00 273.00 17 34.5 41.9 0.600 0.097 6.19 ○

19.29 B 60 385.80 282.90 17 35.7 43.1 0.600 0.096 6.25 ○

20.30 B 28 406.00 293.00 17 16.4 23.8 0.356 0.096 3.71 ○

21.29 B 60 425.80 302.90 17 34.5 41.9 0.600 0.095 6.32 ○

22.30 B 52 446.00 313.00 17 29.4 36.8 0.600 0.094 6.38 ○

9.00 23.30 B 23 466.00 323.00 21.4 12.8 20.9 0.261 0.093 2.81 ○

24.30 Og 47 486.00 333.00 － － － － － ○ 判定対象外

10.00 25.22 Og 60 504.40 342.20 － － － － － ○ 判定対象外

26.26 Og 60 525.20 352.60 － － － － － ○ 判定対象外
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くものは、判定対象外
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あることを示す。
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 2.0  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

23.90 B 20.00 1.30 B 41 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

30.34 Og * 20.00 2.30 B 54 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 21 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 22 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 52 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 42 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.25 B 60 145.00 145.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.18 B 60 163.60 163.60 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 20 186.00 183.00 25.3 26.2 14.8 23.3 0.338 0.116 2.91 ○

10.30 B 21 206.00 193.00 19.9 15.1 23.1 0.329 0.120 2.74 ○

11.30 B 26 226.00 203.00 35.5 42.2 － － － － － ○ 判定対象外

12.30 B 27 246.00 213.00 20.7 19.1 18.5 26.6 0.600 0.125 4.80 ○

13.07 B 60 261.40 220.70 17 40.4 47.8 0.600 0.126 4.76 ○

14.30 B 35 286.00 233.00 17 22.9 30.3 0.600 0.128 4.69 ○

15.30 B 37 306.00 243.00 17 23.8 31.2 0.600 0.129 4.65 ○

16.30 B 56 326.00 253.00 17 35.2 42.6 0.600 0.129 4.65 ○

17.30 B 51 346.00 263.00 17 31.5 38.9 0.600 0.129 4.65 ○

18.30 B 57 366.00 273.00 17 34.5 41.9 0.600 0.129 4.65 ○

19.29 B 60 385.80 282.90 17 35.7 43.1 0.600 0.129 4.65 ○

20.30 B 28 406.00 293.00 17 16.4 23.8 0.356 0.128 2.78 ○

21.29 B 60 425.80 302.90 17 34.5 41.9 0.600 0.127 4.72 ○

22.30 B 52 446.00 313.00 17 29.4 36.8 0.600 0.126 4.76 ○

9.00 23.30 B 23 466.00 323.00 21.4 12.8 20.9 0.261 0.124 2.10 ○

24.30 Og 47 486.00 333.00 － － － － － ○ 判定対象外

10.00 25.22 Og 60 504.40 342.20 － － － － － ○ 判定対象外

26.26 Og 60 525.20 352.60 － － － － － ○ 判定対象外
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)

着色凡例

上記の地層記号に"*"が付
くものは、判定対象外
（粘性土層などの非液状
化層）と判断する土層で
あることを示す。
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Ip
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 3.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

23.90 B 20.00 1.30 B 41 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

30.34 Og * 20.00 2.30 B 54 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

3.30 B 21 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 22 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 52 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 42 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.25 B 60 145.00 145.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.18 B 60 163.60 163.60 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 20 186.00 183.00 25.3 26.2 14.8 23.3 0.338 0.203 1.67 ○

10.30 B 21 206.00 193.00 19.9 15.1 23.1 0.329 0.209 1.57 ○

11.30 B 26 226.00 203.00 35.5 42.2 － － － － － ○ 判定対象外

12.30 B 27 246.00 213.00 20.7 19.1 18.5 26.6 0.600 0.219 2.74 ○

13.07 B 60 261.40 220.70 17 40.4 47.8 0.600 0.221 2.71 ○

14.30 B 35 286.00 233.00 17 22.9 30.3 0.600 0.224 2.68 ○

15.30 B 37 306.00 243.00 17 23.8 31.2 0.600 0.225 2.67 ○

16.30 B 56 326.00 253.00 17 35.2 42.6 0.600 0.226 2.65 ○

17.30 B 51 346.00 263.00 17 31.5 38.9 0.600 0.226 2.65 ○

18.30 B 57 366.00 273.00 17 34.5 41.9 0.600 0.226 2.65 ○

19.29 B 60 385.80 282.90 17 35.7 43.1 0.600 0.225 2.67 ○

20.30 B 28 406.00 293.00 17 16.4 23.8 0.356 0.224 1.59 ○

21.29 B 60 425.80 302.90 17 34.5 41.9 0.600 0.222 2.70 ○

22.30 B 52 446.00 313.00 17 29.4 36.8 0.600 0.220 2.73 ○

9.00 23.30 B 23 466.00 323.00 21.4 12.8 20.9 0.261 0.218 1.20 ○

24.30 Og 47 486.00 333.00 － － － － － ○ 判定対象外

10.00 25.22 Og 60 504.40 342.20 － － － － － ○ 判定対象外

26.26 Og 60 525.20 352.60 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 1.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

32.60 B 20.00 1.30 B 16 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

40.60 Og * 20.00 2.30 B 19 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

46.02 Gr * 20.00 3.30 B 19 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 19 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 18 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 20 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 14 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 22 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 52 186.00 183.00 19.5 16.6 38.4 46.3 0.600 0.087 6.90 ○

10.30 B 21 206.00 193.00 19.5 16.6 15.1 23.0 0.327 0.090 3.63 ○

11.30 B 24 226.00 203.00 25.9 28.6 16.8 25.4 0.517 0.092 5.62 ○

12.30 B 20 246.00 213.00 16.9 13.7 21.1 0.265 0.094 2.82 ○

13.30 B 55 266.00 223.00 16.9 36.9 44.3 0.600 0.095 6.32 ○

14.30 B 41 286.00 233.00 16.9 26.9 34.3 0.600 0.096 6.25 ○

15.30 B 33 306.00 243.00 16.9 21.2 28.6 0.600 0.097 6.19 ○

16.30 B 24 326.00 253.00 18.2 15.1 22.7 0.315 0.097 3.25 ○

17.30 B 34 346.00 263.00 18.2 21 28.6 0.600 0.097 6.19 ○

18.30 B 43 366.00 273.00 18.2 26 33.6 0.600 0.097 6.19 ○

19.30 B 27 386.00 283.00 26.7 29 16 24.7 0.432 0.096 4.50 ○

20.30 B 60 406.00 293.00 26.7 35 43.7 0.600 0.096 6.25 ○

21.30 B 48 426.00 303.00 26.7 27.6 36.3 0.600 0.095 6.32 ○

22.30 B 46 446.00 313.00 26.7 26 34.7 0.600 0.094 6.38 ○

9.00 23.30 B 57 466.00 323.00 26.7 31.7 40.4 0.600 0.093 6.45 ○

24.30 B 58 486.00 333.00 15.2 31.8 38.8 0.600 0.092 6.52 ○

10.00 25.30 B 52 506.00 343.00 15.2 28.1 35.1 0.600 0.091 6.59 ○

26.30 B 37 526.00 353.00 15.2 19.7 26.7 0.600 0.090 6.67 ○

7.5 27.26 B 60 545.20 362.60 15.2 31.5 38.5 0.600 0.088 6.82 ○

28.29 B 60 565.80 372.90 15.2 31.1 38.1 0.600 0.087 6.90 ○

1.5 29.30 B 24 586.00 383.00 15.2 12.3 19.3 0.228 0.085 2.68 ○

30.30 B 54 606.00 393.00 15.2 27.2 34.2 0.600 0.084 7.14 ○

31.30 B 51 626.00 403.00 15.2 25.4 32.4 0.600 0.082 7.32 ○

32.30 B 53 646.00 413.00 15.2 26.1 33.1 0.600 0.080 7.50 ○

33.30 Og 24 666.00 423.00 － － － － － ○ 判定対象外

34.30 Og 26 686.00 433.00 － － － － － ○ 判定対象外

35.03 Og 60 700.60 440.30 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 2.0  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

32.60 B 20.00 1.30 B 16 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

40.60 Og * 20.00 2.30 B 19 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

46.02 Gr * 20.00 3.30 B 19 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 19 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 18 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 20 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 14 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 22 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 52 186.00 183.00 19.5 16.6 38.4 46.3 0.600 0.116 5.17 ○

10.30 B 21 206.00 193.00 19.5 16.6 15.1 23.0 0.327 0.120 2.73 ○

11.30 B 24 226.00 203.00 25.9 28.6 16.8 25.4 0.517 0.123 4.20 ○

12.30 B 20 246.00 213.00 16.9 13.7 21.1 0.265 0.125 2.12 ○

13.30 B 55 266.00 223.00 16.9 36.9 44.3 0.600 0.127 4.72 ○

14.30 B 41 286.00 233.00 16.9 26.9 34.3 0.600 0.128 4.69 ○

15.30 B 33 306.00 243.00 16.9 21.2 28.6 0.600 0.129 4.65 ○

16.30 B 24 326.00 253.00 18.2 15.1 22.7 0.315 0.129 2.44 ○

17.30 B 34 346.00 263.00 18.2 21 28.6 0.600 0.129 4.65 ○

18.30 B 43 366.00 273.00 18.2 26 33.6 0.600 0.129 4.65 ○

19.30 B 27 386.00 283.00 26.7 29 16 24.7 0.432 0.129 3.35 ○

20.30 B 60 406.00 293.00 26.7 35 43.7 0.600 0.128 4.69 ○

21.30 B 48 426.00 303.00 26.7 27.6 36.3 0.600 0.127 4.72 ○

22.30 B 46 446.00 313.00 26.7 26 34.7 0.600 0.126 4.76 ○

9.00 23.30 B 57 466.00 323.00 26.7 31.7 40.4 0.600 0.124 4.84 ○

24.30 B 58 486.00 333.00 15.2 31.8 38.8 0.600 0.123 4.88 ○

10.00 25.30 B 52 506.00 343.00 15.2 28.1 35.1 0.600 0.121 4.96 ○

26.30 B 37 526.00 353.00 15.2 19.7 26.7 0.600 0.120 5.00 ○

7.5 27.26 B 60 545.20 362.60 15.2 31.5 38.5 0.600 0.118 5.08 ○

28.29 B 60 565.80 372.90 15.2 31.1 38.1 0.600 0.116 5.17 ○

2.0 29.30 B 24 586.00 383.00 15.2 12.3 19.3 0.228 0.114 2.00 ○

30.30 B 54 606.00 393.00 15.2 27.2 34.2 0.600 0.112 5.36 ○

31.30 B 51 626.00 403.00 15.2 25.4 32.4 0.600 0.109 5.50 ○

32.30 B 53 646.00 413.00 15.2 26.1 33.1 0.600 0.107 5.61 ○

33.30 Og 24 666.00 423.00 － － － － － ○ 判定対象外

34.30 Og 26 686.00 433.00 － － － － － ○ 判定対象外

35.03 Og 60 700.60 440.30 － － － － － ○ 判定対象外
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液 状 化 の 簡 易 判 定 結 果

 （建築基礎構造設計指針 2019年版）

件名

孔番 地表面設計水平加速度αmax＝ 3.5  (m/s
2
)

深度

(GL-m) Ｒ Ｌ ＦL 判定

32.60 B 20.00 1.30 B 16 26.00 26.00 － － － － － ○ 判定対象外

40.60 Og * 20.00 2.30 B 19 46.00 46.00 － － － － － ○ 判定対象外

46.02 Gr * 20.00 3.30 B 19 66.00 66.00 － － － － － ○ 判定対象外

4.30 B 19 86.00 86.00 － － － － － ○ 判定対象外

5.30 B 18 106.00 106.00 － － － － － ○ 判定対象外

6.30 B 20 126.00 126.00 － － － － － ○ 判定対象外

7.30 B 14 146.00 146.00 － － － － － ○ 判定対象外

8.30 B 22 166.00 166.00 － － － － － ○ 判定対象外

9.30 B 52 186.00 183.00 19.5 16.6 38.4 46.3 0.600 0.203 2.96 ○

10.30 B 21 206.00 193.00 19.5 16.6 15.1 23.0 0.327 0.209 1.56 ○

11.30 B 24 226.00 203.00 25.9 28.6 16.8 25.4 0.517 0.215 2.40 ○

12.30 B 20 246.00 213.00 16.9 13.7 21.1 0.265 0.219 1.21 ○

13.30 B 55 266.00 223.00 16.9 36.9 44.3 0.600 0.222 2.70 ○

14.30 B 41 286.00 233.00 16.9 26.9 34.3 0.600 0.224 2.68 ○

15.30 B 33 306.00 243.00 16.9 21.2 28.6 0.600 0.225 2.67 ○

16.30 B 24 326.00 253.00 18.2 15.1 22.7 0.315 0.226 1.39 ○

17.30 B 34 346.00 263.00 18.2 21 28.6 0.600 0.226 2.65 ○

18.30 B 43 366.00 273.00 18.2 26 33.6 0.600 0.226 2.65 ○

19.30 B 27 386.00 283.00 26.7 29 16 24.7 0.432 0.225 1.92 ○

20.30 B 60 406.00 293.00 26.7 35 43.7 0.600 0.224 2.68 ○

21.30 B 48 426.00 303.00 26.7 27.6 36.3 0.600 0.222 2.70 ○

22.30 B 46 446.00 313.00 26.7 26 34.7 0.600 0.220 2.73 ○

9.00 23.30 B 57 466.00 323.00 26.7 31.7 40.4 0.600 0.218 2.75 ○

24.30 B 58 486.00 333.00 15.2 31.8 38.8 0.600 0.215 2.79 ○

10.00 25.30 B 52 506.00 343.00 15.2 28.1 35.1 0.600 0.212 2.83 ○

26.30 B 37 526.00 353.00 15.2 19.7 26.7 0.600 0.209 2.87 ○

7.5 27.26 B 60 545.20 362.60 15.2 31.5 38.5 0.600 0.206 2.91 ○

28.29 B 60 565.80 372.90 15.2 31.1 38.1 0.600 0.203 2.96 ○

3.5 29.30 B 24 586.00 383.00 15.2 12.3 19.3 0.228 0.199 1.15 ○

30.30 B 54 606.00 393.00 15.2 27.2 34.2 0.600 0.195 3.08 ○

31.30 B 51 626.00 403.00 15.2 25.4 32.4 0.600 0.191 3.14 ○

32.30 B 53 646.00 413.00 15.2 26.1 33.1 0.600 0.187 3.21 ○

33.30 Og 24 666.00 423.00 － － － － － ○ 判定対象外

34.30 Og 26 686.00 433.00 － － － － － ○ 判定対象外

35.03 Og 60 700.60 440.30 － － － － － ○ 判定対象外
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